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● 詳細設定

　詳細設定は主に各調書の数量小数点以下桁数と端数処理を設定します。ここでは「詳細設定」の仕方を説明します。

　新規作成した場合は「詳細設定」は行わずに、一旦登録してください。この時点で詳細設定は「標準」になっています。
「標準」以外の設定を行いたい場合はもう一度「設定」画面を開き「詳細設定」ボタン（上図青丸内）をクリックしてくださ
い。この面倒な過程は新規作成時点ではまだ許可された新しいフォルダが無いためで、その現場固有の設定を行うの
であればそのフォルダの内部に記録する必要があるという理由によります

　右図をご覧下さい。詳細設定ボタンをクリックした後のプ
ログラムの流れです。まだ一度も詳細設定が行われていな
ければ「新規作成」時に設定された「標準」が規定値となり
ますが、詳細設定にて「ＯＫ」ボタンがクリックされると「ロー
カル設定」ファイルが作成され、そちらが読み込まれるよう
になります。
　規定値には「標準」以外の規定値を含むことができ、起業
者による使い分けを簡単に設定することができます。詳細
設定画面左上のプルダウンメニューはその設定名（規定
値）です。初期時点では「標準」のみが搭載されています。
詳細設定画面右上の「追加」等ボタンは規定値に対して行
うものです。ローカル設定値とは違いますのでご注意くださ
い。例えば「上書」とは規定値の変更を行いたいときに、表
示されている規定値に現在の値を上書きするという意味に
なります。　以下は「詳細設定」画面での標準以外の設定値を追加作
成する方法です。

１．「追加」ボタンをクリックします。（右図は新しい規定値を
追加しようとしています）

２．開いたテキストボックスに追加する規定値名を入力しま
す。これは他の現場と共通ですので誰でも認識できる名前
をお勧めします。（右下図）

３．それぞれの値を設定します。

４．「ＯＫ」ボタンをクリックします。

　「上書き」「削除」はいずれもこれら規定値に対して行われ
ます。例えば現在表示されている値をローカル設定とした
い場合は詳細設定画面右下の「ＯＫ」ボタンをクリックする
ことになります。ローカル設定を行わないということは「標
準」の設定値を選択することになりますし、左上プルダウン
メニューの値が「標準」のとき、設定値を変更せずにローカ
ル設定のための「ＯＫ」ボタンをクリックすれば単に標準設
定がローカルにコピーされるだけで、設定しないのと等価と
なります。ただし、Ｈｏｓは以降このローカル設定値を読むよ
うになります。
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● ＣＡＤへ転送するためのエクセルシート作成概要

※建具表、仕上表とも入力支援機能が整ったＨｏｓで作成し、そのデータをエクセルへ転送する方法を推薦いたします。
※エクセルシートからＣＡＤへ転送する方法については、各アドイン説明書に従ってください。

◆ 建具表、仕上表を作成する前に、調査表－１（下図）を完了してください。

　図面をＣＡＤで作成している場合は、平面図等に「建具表」や「仕上表」を描画するために、エクセルシートに作成した
それらの表を、Ｘｊ等でＣＡＤへ転送することがあります。

　通常この作業は、積算を行うための平面図作成を作業当
初に行うことから、数量計算書の詳細を入力する前に「建
具表」や「仕上表」をエクセルシート上に作成する必要が生
じます。

　ここではまず最初に、ＣＡＤへ転送するための「建具表」や
「仕上表」をエクセルシート上に作成する方法を説明しま
す。
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● 建具表の作成

～

（ａ）記号

こうすることによって、起業者に合わせた記号を表示することができます。

　なお、入力決定は「Enter」を使用してください。次の適切な入力位置に誘導します。

（ｂ）規格

（ｃ）寸法

　巾寸法が規格外の場合は、この欄は空白にして直接「Ｗ」「Ｈ」欄に数値を入力できます。

（ｄ）ヶ所、枚数

※生成された規格寸法の「？」について

（ｅ）按分

　建具の按分は次の方法で行います。

　(ⅰ)対象建具のデータを完全に入力します。
　(ⅱ)「按分」ボタン（右図赤矢印）をクリックします。
　(ⅲ)対象建具の基本寸法を「ｍ」単位で入力します。
　(ⅳ)Ｈｏｓは一覧で入力された寸法と検討を行い、式を生成後、按分単価を計算してこの単価を採用します。

（ｆ）振分

　入力が終了しましたら、下図の分割ボタン（赤矢印）をクリックして、入力データを「サッシュ」等に振り分けます。

記号は、右クリックによる参照表から選択すること、キーボードから直接入力することの両方が可能です。直接入力する
ときに小文字で入力されたものは大文字に自動変換されますし、登録された以外の記号は無効となり、再入力状態とな
ります。

　記号に応じた規格を入力します。規格内容は右クリックによる参照表をご覧下さい。もしこの規格表を諳んじているの
であれば記号の入力位置で、例えば AB01 と入力すると、AB ¦ 01 と規格を自動分離します。

　建具表は野帳から読み取りながら入力します。このときＨｏｓは入力行毎に仮番号を表示しますので、その番号を野帳
に記入してください。この番号は最終的に建具が並び替えられたときに、番号が新たに振り直されるため、新しい番号と
照合するのに必要です。

　建具記号は規定値を変更できます。記号入力状態でマウスの右ボタンをクリックするか、キーボードのアプリケーショ
ンキーを押下して、ポップアップ参照表を表示し、さらにその表の上でマウスの右ボタンをクリックして下さい。Ｈｏｓお馴
染みの参照語句変更画面が現れますのでここで記号の書き換えが可能です。（このとき、項目順番は絶対に変更しな
いで下さい。この参照表内での削除・挿入も行わないでください。）

　寸法は基本的に近似値の置換方法で行います。通常は４桁で当該建具の横幅と高さを表し、調査表－１の柱径と小
数有効桁数の設定により、例えば「1818」は、巾1.700、高さ1.760等に自動変換されます。建具の高さのみ、参照表に登
録されていない数値を３桁まで検知します。例えば先の例で「18072」は「1.700」と「0.720」とに変換されます。

　この部分については、直接「値」を入力してください。枚数欄で「Enter」キーを押下すると、これまで入力した値により単
価マスターから該当建具を抽出します。

　規格分類におけるⅠ・Ⅱ・Ⅲは、Ｈｏｓが振分しますが、規格外寸法のものについては「？」で表示します。したがって
「？」が付けられた規格寸法欄のデータはユーザが適当に修正しなければなりません。

　振分はほとんどの場合瞬時に終了しますが、振分終了時点で画面左にあるディレクトリ部の建具分類項目アイコンが
「白」から「水色」に変化しますのでそれが終了目安となります。
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● 仕上表の作成

　内壁、床・天井の必要箇所の入力が済みましたら、必ず「仕上」ボタンをクリックして仕上表を作成して下さい。

※仕上げコード入力箇所で、直前に入力したものと同じであれば「＋」を入力するだけで同じコードが得られます。また、
行挿入は「Ctrl」＋「Insert」（入力状態－カーソルがセルの内部で点滅－では「Insert」キーを押下するだけで空白行を挿
入）、行削除は［Ctrl］＋［Delete］によるショートカットが用意されています。

　仕上表の中で天井高については、同じ部屋の中に壁高が３箇所以上あると腰壁の位置がわからなくなる（２箇所であ
れば２個目を腰高としています）ため、間違った天井高が取得されていますので必ず修正して下さい。

　上図のように「内壁」「床・天井」数量計算書とも「水色」の部分が仕上表に反映されますから、とりあえず仕上表のみ
ほしい場合は、各表とも「水色」の部分のみ入力しておいてください。

　内壁は「計算面積」で「Shift」＋「Enter」を押下することにより「開口部」を跳ばして次行へ、床・天井は入力表上部にあ
る「仕上表入力」チェックをＯＮにすることにより、寸法等は跳ばしながら入力を進めることができます。

　なお、［再取得］ボタンをクリックしますと、それまで編集された仕上表は新しく取得された仕上表に上書きされますので
ご注意ください。
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● エクセルシート転送

　まだエクセル転送が一度も行われていない状態ですので、「新規」（右図）となり、
すべての調書が一旦作成されますが「調査表－１」が作成されていれば「建具表」と
「仕上表」しか入力できていなくても、問題なく転送できます

　転送が終了すると、エクセルの画面が最前面に表示されますが、ＯＳによりＨｏｓ
の画面が最前面に表示されたままになる場合があります。そのときはディスプレイ
下部のタスクバーにエクセルのアイコンが点滅していますので、そこをクリックしてく
ださい。

　転送途中で中止したい場合は「中止」ボタンをクリックしてください。その際、転送
途中の状態により直ちに中止できないことがあります。そのような時は「了解（中
止）・・」のプロンプトをＨｏｓがはきだしますので、しばらくお待ちください。

　ＯＫボタンをクリックすると転送を開始します。転送完了に要する時間は、調書内
容量やお手持ちの環境により幾分差が出ますが、大体１分から２分程度はかかり
ます。
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　他の家屋と内容が相似しているなら、画面上部の「他の調書から複写」をクリックしてください。

コピーしない項目

所在地、建物所有者、所有者住所

整理番号、調査年月日、調査員名

　c. 建物用途

　d. 特記事項編集

　建物用途に［併用住宅］を選択しますと、用途入力ボックスの右側にあるアップダウンボタンが有効となり、店舗や倉庫
等の面積を入力できます。ここで入力された面積データは［軸部］や［基礎］において分割使用されます。

　算定所に付記される特記事項は、この表の［建物等級（耐用年数）］［建築年月］と
［経過年数］から抽出します。自由に編集できますが［再取得］を行うと現在のデー
タに基づいて特記事項が再構築されます。

● 調査表－１

　b. 調査表の複写

　左図「複写元」を選択して「すべてコピー」か「コピー箇所を選択」のい
ずれかを選び、「コピー箇所を選択」であればその下表からコピー箇所
（ブロック）をチェックします。

「住所等」を選んだ場合、前出のベースからコピーされた項目について
はそのままで、「住所等」の他の項目のみがコピーされます。

※ここでのコピーは、調査表上の内容コピーであり、数量計算書等の
調書までコピーするわけではありません。数量計算書等の調書までコ
ピーしたいときは「ベース」の「複製（家屋ごと複写）」を実行してくださ
い。

　最初に調査表を開いたとき、以下の内容が
ベースからコピーされます。

所在地、建物所有者、所有者住所

整理番号、調査年月日、調査員名

　新しく調査表が作成される時だけ、ベースで
登録された内容が参照されます。調査表が保
存されると調査表の内容を優先するため、ベー
スは参照しなくなりますのでご注意ください。

　参照表があったほうが入力しやすいボックス
では、右図のようにマウスの右ボタンをクリック
するか、キーボードのアプリケーションキー押
下により参照表を開くことができます。



　e. ＣＡＤへ転送するための「求積表」の作成

① 最上段空白行で「Enter」 ② １行目の式を入力（0.600は.6でOK）

③ 「Enter」を押下（式は整形されている）

④ １階小計行で右ボタンクリック ⑤ １階小計を選択

　なお、計算できるセルは最上段の入力ボックスのみです。各セルで編集はできますが、再計算は行いません。

　延床面積セル上でマウス右ボタンをクリック（必ずセルの中でカーソルが点滅している状態で行ってください）すると求
積表が開きます。以下「求積表」の作成手順を示します。

　２階は１階と同じ操作で１階部分の下に続けて入力します。「ＯＫ」ボタンをクリックすると、調査表-1面積部の適正な位
置に、作成された面積が表示されます。
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● 調査表－２

［樋］ 軒樋巾、材質

［電気］ 総数量、照明器具の種類

［軸部］ 柱の分布、木材・労務費区分

　各調書が作成されていないと取得できない項
目がありますので、すべての調書が完了した後
に調査表－２を実行してください。

　最初に調査表を開いたとき、以下の内容が作
成された調書からコピーされます。（右図、水色
部）

　「再取得」ボタンは右図水色部分に対して、調
書からの再取得を試みますが、取得した内容
を保障するものではありませんので、確認が必
要です。

　入力内容によってはその調書を参照したい場合があるかもしれません。［参照］と表示された項目については［参照］
文字をクリックすると関連調書をこの画面の下に表示させることができます。
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● 外壁数量計算書

控除前面積

a．面

開口部控除前〔Ａ〕の入力例

b．階

　参照表から選ぶこともできますが、１階であれば単に「1」と入力するだけです。

c．コード

※単価名称文字列が長い場合はセルに表示しきれませんが、内部では全文字列保持しています。

d．壁長、壁高、率

開口部面積
開口部面積〔Ｂ〕の入力例

e．建具№

　面のセルをダブルクリックまたは Enter キーを押下すると面の入力状
態になりますので、例えば「北」と漢字で入力します。或いはマウスの右
ボタンまたはアプリケーションキーを押下して参照表（右図）を表示し、
その中から方位を選択してください。

※参照表をキャンセルするには、「ESC」（エスケープ）キーを押下する、
参照画面に「閉じる」([×])ボタンがあればそれをクリックする、方位参
照表のように「閉じる」ボタンがない表であれば文字が表示されていな
い空白域をクリックする、のいずれかです。

　面の入力が完了したら Enter キーを押下します。次のセルをダブルクリックしてもよいのですが、 Enter キーを押下す
ることによるアクションがいくつかありますので、その為にも次のセルへ移動する場合は、Enter キーを押下することを強
く推薦します。

　目的のコードがわかっている場合は直接コードを入力して Enter を押下してください。単価マスタを開いていなくても自
動的に単価マスタを開きながら目的のコードを抽出します。通常は入力画面上部の「単価マスタ」チェックをＯＮにして単
価マスタを画面下部に表示した上でその中から目的のコードをダブルクリックまたは Enter キー押下することによって、
編集中の行に抽出します。

　＜桁設定の例外処理＞ 寸法小数桁数設定において例えば［２桁まで］としていた場合［1.3］は［1.30］となりますが、
［1.365］とした場合でも［1.365］として例外処理をします。

　壁長、壁高、率、いずれも直接半角数字で入力します。単一セルですので「0.90」は「.9」あるいは「1.00」は「1」で入力
可です。「率」は三角面の場合に「0.5」としてください。率のセルで Enter を押下すると計算面積に結果が表示されます。

　ほかの仕上げに開口部がまたがった場合でも、開口部面積が[0.5]以下であれば［－］となります。同一開口面積とし
て控除したい場合は、［－］のセルを入力状態としてマウスの右ボタンやアプリケーションキーにより参照表を開き、［控
除する］を選択してください。［－］を実数値に置き換えます。

　建具表が完成していれば該当№を入力することによりその内容（建具記号、数量、面積）を抽出します。建具記号は指
定がない限り標準単価表に記述されている記号のみとなります。数量は建具表で入力された数値ですので必要に応じ
て修正します。控除面積が［0.5］以下である場合「－」で表示され、開口部面積から除外されます。



f．控除面積の分割

　下の図は仕上種類により同一開口箇所を分割する例です。控除対象行で「控除」ボタンをクリックします。

g．軒天井、その他の外壁

「戻る」ボタンで直前の画面に復帰します。

h．集計

　外壁数量計算書の入力が終了したら、必ず「集計」ボタンで外壁の集計を行ってください。

　面内同一仕上の小計は、小計させたい行で入力画面上部の「計」ボタンをクリックしてください。計上させる行にデータ
がある場合は自動的に行挿入をしながら計上します。

　開口箇所があれば同様に式を入力して値を取得します。開口部がなければ空白のまま「計」ボタンをクリックしてくださ
い。施工面積に小数点以下第３位が四捨五入された値が取得されます。もちろん複数行にも対応しています。

　取得した値は［小計セル］では小数点以下第４位を切捨てとなりますが、式に追加された「＝」後の数値は値によりそ
れ以上の桁が取得されている可能性がありますので、任意に調整してください。

　外壁入力画面上部の「軒等」ボタンをクリックしてください。ここでも部位、コードの入力までは上記同様です。式は下図
の様に一般式で入力しますが、値は式の最後で「Ctrl」＋「Enter」押下により取得します。
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● 内壁数量計算書

a．階、室名

1.物入Ｂをクリック

2.「コピー」ボタンをクリック

3.「天袋」行をクリック（天袋の直前に挿入）

4.「貼付け」ボタンをクリック

5.「編集」ボタンをクリック（[Shift]+[Enter]でも可）

6.「物入Ｂ」を「物入Ｃ」に書き換え

b．その他のセル

　他のセルへの入力方法については、外壁と同様ですので省略します。

c．各室仕上毎の小計

　小計を計上したい行で「計」ボタンをクリックします。小計行には階数セル内にアスタリスク［*］が付きます。

d．集計

　内壁数量計算書の入力が終了したら、必ず「集計」ボタンで内壁の集計を行ってください。

　階は外壁と同様です。室名は参照表からの
選択が可能となっています。左図は室名参照
表の編集を行おうとしているところです。この画
面を表示するには「室名」セルをダブルクリック
（Enter）→ マウス右ボタン（アプリケーション
キー）→ 表示された参照表上でマウス右ボタン

例として「物入Ｃ」を「物入Ｂ」の下行に挿入して
みます。

　ここで参照表への項目追加（挿入）方法を説
明します。

　今回の場合は参照表の更新ですので、「閉じ
る」ボタンで終了します。参照表の修正結果は
親の参照表へ直ちに反映します。
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● 床・天井数量計算書

a．階、室名、床面積等

　この部分のセル入力につきましては、内壁と同様ですので省略します。

b．天井面積

c．土間コンクリートの付加

d．行の挿入、削除

e．集計

　床・天井数量計算書の入力が終了したら、必ず床、天井とも「集計」ボタンでそれぞれの集計を行ってください。

f．編集時に便利な機能

　 仕上表入力チェック

　 マスタ優先チェック

　左図は右側の単価マスタからコピーしたとこ
ろですが、照合№はＨｏｓが行う管理番号です
ので変更した場合の動作については保障でき
ません。また、最下段の部屋名につきましては
将来へのオプションです（自動挿入されます）。

　すべての調書に共通していますが、行の挿入、削除は右ボタンクリックによりポッ
プアップウィンドウを開き、その中にある「行挿入」「行削除」を選択して行います。数
量計算書は先に仕上表を作成する関係で、行挿入が頻繁に行われますが、入力
状態でもストレスなく行挿入ができるように「Insert」キーのみで行挿入ができるよう
配慮されています。
　また、入力状態でなくても（カレントセル行が帯状の青色反転になっている状態）
挿入は「Ctrl」＋「I」、削除は「Ctrl」＋「D」によりキーボードからでも操作することが
できます。

　天井寸法はほとんどの場合床と同じと考えられますので、天井仕上名を入力した時点（または天井仕上名セルで
Enter 押下時点）で床の寸法をそのままコピーしてきます。修正の必要がない場合は次のセルで「Shift」＋「Enter」を押
下してその行の入力を終了してください。入力セルは次の行の室名へ移動します。

　玄関、浴室等の土間コンクリートを設定できま
す。

　付加したい行をクリックしておき、入力画面上
段の「土間」ボタンをクリックしてください。左図
の画面が表示されましたら、右側の単価マスタ
より該当データを選択し、「←」ボタンをクリック
します。

　　ここを［ON］にすると、仕上表を作成するためのモードのとき、次の入力へ移行した時点でマスタ選択の画面が優先
されます。［OFF］のときは次のセルが入力状態となります。

　　ここを［ＯＮ］にすると、仕上表を作成するためだけのモードになります。階数、部
屋名のほかは［床］と［天井］の仕上げ部分についてのみの入力セルに誘導しま
す。
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● 別紙（代価表）の作成（１）

　ここでは新しく別紙を追加します。上図上部の［追加］ボタンをクリックすると、下図（次ページ）の画面が開きます。

　Ｈｏｓでは、代価表等を「別紙」と称しています。「別紙」を「別紙」とする
か「代価表」等とするかはユーザ設定によりますが、ここでは便宜上「別
紙」として扱います。「別紙」を作成するには、作成したい行で、左図矢
印の「別紙」ボタンクリックします。

　左図は空白行で「別紙」ボタンをクリックして
開いた画面です。空白行なので各項目は空白
データとなっています。この中に別紙を取り込
むには、左図矢印のボタンをクリックします。

　次に開く画面は、当該現場に登録されている
別紙一覧ですが、左図ではまだ何も登録され
ていない状態です。

　上図は左図画面の上部コマンドボタンの説明
です。この中の印刷とそのプレビュはエクセル
出力時のシミュレーションですので、参考程度
にお考え下さい。



　最上段「黄色」行がこの別紙の単価名で「名称」「形状寸法」「単位」は手入力となります。
　その下のエリアはこの別紙の内訳書です。
　中段は上部内訳書の合計行。
　最下段エリアは内訳書内各単価の数量式、及び単価の算出式を入力します。
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● 別紙（代価表）の作成（２）

　各エリアの作成順番としては、内訳書 ⇒ 数量式 ⇒ 別紙の表題（黄色行）で、中段の合計エリアは自動作成されます。

　【内訳書】
　まず、内訳書「コード」列の最上段
をクリックした後、マウスの右ボタン
をクリックして「単価マスタ」選択画
面を開き、市場単価をクリックしてく
ださい。

　市場単価のように登録しても他で
使用する機会が少ないものは、
「ｻｰﾊﾞ」追加ボタンによるサーバ登
録型よりも、サーバに保存せずに
一過性のものとして作成する「非
保」ボタンによる非保存型の市場
単価作成を行った方が合理的な場
合もありますので、市場単価を作
成する場合はその性格に応じて
［ｻｰﾊﾞ］［非保］を使い分けて下さ

　左図のように予めサーバに登録
されていると、各科目ごとに登録さ
れた単価が表示されます。

※ 出典名の［ ］内はその資料の略記号です。
例えば［積ﾎﾟ］となっていれば、そのコードは
「積ﾎﾟ-P999」のようになります。

　左図「出典名」より「積算ポケット」
を選択します。

　備考の［P***］は、備考欄をクリッ
クしたときに***の部分が反転しま
すので、そのまま出典頁数を入力
して下さい。

　名称その他必要項目を入力して
ください。形状寸法上部にある×や
××は寸法補助、単位のそれはよ
く使われる単位を入力補助として
置いてあります。

　［ｻｰﾊﾞ］または［非保］ボタンをク
リックすると左図の画面が新たに
開きます。



　上図は内訳書への単価貼付けが終了した状態です。
　次に各単価の数量式を入力します。これにより「員数」と「金額」が確定します。

　別紙の内訳書に貼付けされた市場単価には［員数］と［金額］欄が空白となっていますが、ここはそのままにして次の
単価を貼付けします。

　［ＯＫ］ボタンをクリックすると［ｻｰ
ﾊﾞ］の場合は一覧画面、［非保］の
場合は別紙入力画面に戻ります。

　80％属性は［非保］作成では無効
となっていますが［ｻｰﾊﾞ］登録時に
は有効となります。これを指定して
おくと登録一覧から選択するとき単
価を80％にして貼り付けるかを問
合せします。作成時点の単価はい
ずれの場合も出典先の通り生の単
価を入力しておいて下さい。

　コードは頁数を入力すると自動作
成されます。

　次は「標準単価」を選択してくださ
い。「サッシ工」を貼付けします。

　コード入力時には、必ずしも入力
セルをダブルクリックする等による
入力状態にしなくても、該当セルが
選択されていればそのままコード
入力が出来ます。

　コードがあらかじめ分かっている
のでしたら、上図コード欄をクリック
した状態でコードを入力後［Enter］
キーを押下することにより取得可
能です。

　標準単価マスタ画面が開きました
ら、大科目、中科目を選択して目的
の「サッシ工」をダブルクリックしてく
ださい。
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● 別紙（代価表）の作成（３）

【計算式(1)】

　ここでは「※員数は、ｺｰﾄﾞより。」を選択します。

　最下段エリアの最上行「式」列
（左図）をクリックして、マウスの右
ボタンをクリックするとポップアップ
メニューが開きますので、そこから
参照表を選択します。

　参照表には初期値で左図の内容
が入っていますが、自由に編集で
きます。表上のどこかでマウスの右
ボタンをクリックしますと、編集可能
な画面（右図）が開きますので、そ
こで内容の変更、削除、追加を行っ
てください。

　次行で、もう一度マウスの右ボタ
ンをクリックしてポップアップメ
ニューを開き、「内訳より名称ｺﾋﾟｰ」
を選択します。

　左図は参照表より貼付けした後、
そのセルをダブルクリックして編集
可能状態し、反転した部分
（254351）を挿入したところです。



　［m2］のように演算結果に影響を与えるような文字は、下の演算処理を行った後入力してください。

　結果は下図の様になり、結果が内訳表の員数に自動挿入されます。
　その他の単価「15,552」は内訳単価欄に直接入力して下さい。

　「単価」は端数処理を行います。

　「員数」を選択すると、最終的に小数点以下第３位を四捨五入します。

　続けて左図の画面が開き、計算対象が「員数」か「単価」かを問い合
わせてきますので、今回の場合は「員数」を選択します。

　シャッター雨戸はヶ所単位ですの
で、式セルに単に「1.000」と入力し
ます。サッシ工は数量を算出する
「式」を入力します。

　名称を内訳からコピーすると、各
行は上部エリアの内訳内「員数」
「単価」と連動し始めます。

　ここでは「0.200*4.806」と入力して
ください。単位等式以外の文字を
同時に入力できますが、演算子を
除く全角、半角英字のみ有効で
す。例えば「㎡」は関知しません（有
効）が「m2」は数字の「2」が演算対
象となり、結果に影響を与えます。

　次に入力した式から値を抽出し、その結果を右側の計欄に表示します。有効な式をドラッグして選択状態にしてマウス
の右ボタンをクリックします。開いたポップアップメニューから「計算（計セル）」を選択します。
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● 別紙（代価表）の作成（４）

【計算式(2)】

　次に式行に注釈を入れます。

　現在の単価「60,100」を引用して
式には「60,100*0.8」と入力します。
このときカンマ「，」は式に含めて計
算できます。

　左図のように長い文章を参照表
から貼付ける場合は、前の文章に
上書きするように貼り付ければ、前
文の後方に新しい文が追加されま
す。

　貼付したいセルを入力状態にし
て、マウスの右ボタンをクリック。
ポップアップメニューから「貼り付
け」を選択して「シャッター雨戸」を
貼り付けます。

　「シャッター雨戸」のセルを入力状
態（セル上でダブルクリック又は
Enter押下）にし、文字列を選択状
態にした上でマウスの右ボタンをク
リック後、ポップアップメニューから
「コピー」を選択します。

　ここで「シャッター雨戸」の単価を
８割にするため、「シャッター雨戸」
のセルをコピーします。

　この式のセルをクリック後マウス
の右ボタンで開くポップアップメ
ニューより「計算（計セル）」を選択
します。



　計算した結果は小数点以下を切捨てした後、その結果を端数処理し
ます。（下図参照）

　今度は「単価」式ですから、いいえ（単価）を選択してください。

　コードの分類を決定します。コー
ドセル上（入力状態ではありませ
ん）で右ボタンをクリックしますと、
左図のようにコード分類一覧が開
きますので、該当名称を選択しま
す。この中に該当するものが無い
ときは更に表上で右ボタンをクリッ
クすると編集画面が開きますから、
そこで追加してください。

　次にこの別紙の単価名称を決定
します。今回のようなケースでは内
訳表最上段の「シャッター雨戸」を
そのまま流用できますから、その
様な場合はポップアップメニューに
「表題へコピー」コマンドが用意され
ていますのでそれをご利用下さい。



　［OK］ボタンをクリックしてこの別
紙の作成を完了します。
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● 別紙（代価表）の作成（５）

【サーバ登録】

【サーバより貼付】

　汎用性がある別紙は他の現場で
も使用できるように「サーバ」に登
録できます。

　該当科目が無ければ左図のよう
に［科目］ボタンをクリックして科目
編集画面を開きます。

　サーバ登録ツールが右側に開き
ますので、プルダウンメニューより
該当する科目を選択して［登録］ボ
タンをクリックすれば完了です。

　編集画面上部にある［サーバ］ボ
タンをクリックします。

　登録したい別紙をローカル別紙
一覧表から選択し、編集ボタンをク
リックして別紙編集画面を開きま
す。（左図）

　空白行ができたら、そこをダブルクリックして入力状態にし「建具（金
属製）」を入力して完了です。

　「建具（金属製）」を「建具（木製）」の下に挿入するには、その直下の
「仕上（外壁）」をクリックしておいてポップアップメニューを開き「行挿
入」を選択します。

　科目編集画面での行挿入と行削除はマウス右ボタンによるポップアッ
プメニューより行います。

　サーバから別紙をローカルにコ
ピーするには、ローカル別紙一覧
上部にある［追加］をクリックして空
白の別紙追加画面を開きます。

　登録時と同じように［サーバ］ボタ
ンをクリックします。



　先ほど登録した「シャッター雨戸」も登録されています。ここでは上図「欄間・障子」を選択して［決定］をクリックします。

　開いた画面の上部（黄色）のエリアが現在の科目内（下図では「建具（木製）」）別紙一覧です。その下のエリアは一覧
で現在選択されている別紙の内容となります。



　空白の別紙追加画面にサーバで選択された別紙がコピーされましたら「コード」の分類を決定後完了となります。
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● 別紙（代価表）の作成（６）

【子別紙（別紙の別紙）作成手順】

　子別紙にはコード属性はありません（親別紙のコード属性）ので別紙名のコードは空白にして［ＯＫ］ボタンをクリックし
て完了して下さい。コードはＨｏｓが生成します。

　これに子別紙のデータを入力しま
す。下図は子別紙完成例です。

　単価マスタ選択画面（上図）から
「合成単価」を選択すると、左図の
ように新しい別紙追加画面が開き
ます。

　Ｈｏｓは内訳表内のコードに［*］が
付加された行には子別紙があると
評価します。ただし子別紙のコード
はＨｏｓが管理しますので、ユーザ
は子別紙を作成するときにその
コードを意識（コードを作成）する必
要はありません。



　別紙（親）編集画面に挿入された子別紙単価

【子別紙の再編集】

【割戻】

↓

　子別紙コード上で単価マスタ選択画面を開き「合成単価」を選択すると、その子別紙編集画面が開きます。このとき子
別紙編集画面の子別紙単価名にあるコードには［*］マークが表示されますが、これを消去したり改変しないようご注意
下さい。（下図赤枠内参照）

　もちろんこの行のほかに通常の標準単価コード等との混在もできます。

　親別紙に記入された子別紙コードは、エクセル転送時に親別紙番号に枝番を付加したコードが振られます。例えば親
別紙のコードが「仕上代価 4」であれば子別紙のコードは「4-1」等となり、親別紙の次頁に挿入されます。

　歩掛によっては僅少数量を有効にするため意図的に10倍の員数を用いたものがありますが、その金額を1/10に戻す
ために［割戻］ボタンを用意しています。（下図）



〔木造建物算定〕取扱説明書

● 別紙の【他システム】への送信

別紙送受信のイメージ

メールの添付ファイルとして送りたい別紙を送信用フォルダへコピーする

　ここでは、上図［別紙送受信のイメージ］の左側部分について説明しています。

　サーバ別紙上段［別紙一覧表］上でマウスの
右ボタンをクリックすると、右図のようにポップ
アップメニューが開きます。その中から［送る］
を選択します。

　［対象ファイル］には、その別紙ファイルのＯＳ
レベルでの名前が表示されます。また、左側窓
の送信フォルダは、最下部の「送るフォルダ」
の［参照］ボタンで任意に指定できます。ただ
し、添付ファイルとして結合するときに、一応他
の関係ないファイルと混合しても別紙ファイル
のみを抽出できるようには配慮していますが、
なるべくならば専用のフォルダをご用意くださ
い。

この画面では、各々の内容はチェックできませ
んが、規格、単価等は［プロパティ］ボタンで見
ることが出来ます。

図、左側の窓が「送信フォルダ」、右側が「サー
バ内別紙」一覧で、〔〕付きはその科目を表しま
す。

　右図はその「送る」画面です。



送りたい別紙を一覧より選択してコピー

送信用フォルダの別紙ファイルを結合してメール送信

結合

宛先を選択して［送信］

　左下図は送りたい別紙を選択した状態になっています。右下図は、両窓中央にある左向き矢印ボタンをクリックして、
コピーが終了したところです。「送る」画面ではここまでが作業領域ですので、［閉じる］ボタンで一旦終了します。後は
［登録一覧］（Ｈｏｓ起動直後の画面）にある［メール送信］にて、送信フォルダにコピーした別紙ファイルを、添付ファイル
としてメール送信を行います。

※「子別紙」を送信フォルダへコピーする場合は、子別紙一覧画面から独立して行いますが、親別紙と同じ送信フォル
ダへコピーしても、受信側システムで最後に科目別に振分けする段階で区別できます。

　ここまでの一連の処理はＨｏｓが行いますの
で、面倒なお手間はかけません。

　「送りたい別紙を一覧より選択してコピー」が
終了しましたら、［登録一覧］画面（右図）にある
［メール］ボタンをクリックして、別紙ファイルを
結合後、添付ファイルとして送信します。このと
きＨｏｓは、一覧表の選択バーがどの位置に
あっても［別紙送信］では無視します。

　結合・圧縮が始まり
ましたら、操作を間違
えても、中止しないで
そのままプロセスを終
了してください。次の送
信画面で画面を閉じれ
ば、圧縮ファイルは自
動的に削除されます。

　データ送信時のおなじみの画面が左下図です。その画面の左下にある［別紙を送る］にチェックを入れると右下図にな
ります。この状態で［ＯＫ］ボタンをクリックしてください。

　なお、この部分はご使用のパソコンがインターネットのプ
ロバイダにアクセスが可能で、Ｈｏｓのメーラ設定が終了し
ていることを前提としています。

　準備が出来ましたら［送信］ボタンをクリックしてください。
この画面が消えたら送信終了です。

　左図は、結合・圧縮後表示される［メール送信］画面で
す。ここで、目的の宛先を選択します。文章も普通に加える
ことができますが、送信履歴は現在のところ表示できませ
んのでご了承ください。
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● 別紙の【他システム】からの受信と登録

別紙送受信のイメージ

メールの添付ファイルとして届いた別紙ファイルをサーバ別紙へ登録する
　ここでは、上図［別紙送受信のイメージ］の右側部分について説明しています。

　他のシステムからメールを介して送られてき
た別紙結合ファイルは、一旦所定のフォルダへ
保存します。

　［対象ファイル］には、その別紙ファイルのＯＳ
レベルでの名前が表示されます。また、中央窓
の科目には、新しい科目を追加することも出来
ます。

この画面では、各々の内容はチェックできませ
んが、規格、単価等は［プロパティ］ボタンで見
ることが出来ます。

図、左側の窓が「登録されていないファイル（別
紙）」、中央が「サーバ内の別紙科目」、右側が
「科目内別紙一覧」です。

　右図はその「サーバ更新」画面です。

　サーバ別紙上段［別紙一覧表］上でマウスの
右ボタンをクリックすると、右図のようにポップ
アップメニューが開きます。その中から［更新］
を選択します。

　右図は一般的なアウトルック・エクスプレスに
より受信した画面で、添付された別紙結合ファ
イルを、所定のフォルダへ保存しようとしていま
す。添付ファイル名は、別紙の場合は
「hosbpack.lzh」に固定されています。

　普通は［My Documents］または［Documents
and Setting］下に設定します。

　所定のフォルダとは、Ｈｏｓ［ツール］メニュー
にある［オプション］画面の［メール添付］で指定
されたフォルダです。

　先ほどコピーした添付ファイル「hosbpack.lzh」
を送信サーバに解凍するには、画面左下にあ
る［解凍］コマンドボタンをクリックします。

　右図は［解凍］コマンドボタンをクリックしようとしていま
す。クリック後「 hosbpack.lzh がありません」というプロンプ
トが出る場合は、「hosbpack.lzh」のコピー先が所定フォル
ダと違うフォルダへコピーされている可能性があります。



解凍した別紙の科目振分け

　右図は解凍直後の例です。

　一致する科目がない場合は、中央窓（科目一
覧）下の［科目追加］ボタン上部にあるテキスト
ボックスに、追加したい科目名を入力して［科
目追加］ボタンをクリックしてください。

　正常に解凍されると右のプロンプトが表示されますが、残
す理由がなければ［ＯＫ］ボタンをクリックして、
「hosbpack.lzh」を削除してください。

　一般的に、受け側の別紙サーバに無い別紙を取り寄せる
場合は、このパターンは確率的にありえませが、受け側と
同じ別紙を、更新された（単価等）ものとして受け取る場合
にはこのような警告が出ます。［上書き確認］画面が出たと
きは、充分な注意が必要です。

　解凍中、右図の［上書き確認］画面が出るときは、ＯＳレ
ベルで同じ名前のファイルがあることを示しています。

　左側窓「登録されていないファイル」が今解凍
された別紙ファイルです。これら科目属性がな
い別紙ファイルを、それぞれ一致する科目へ振
り分けます。

　不連続な選択は［Ctrl］を押しながらクリックし
ます。

　同時に複数の別紙を、同一の科目へコピー
できます。複数の別紙を選択する方法は、
Windows標準の方法で、連続した選択はその
ままマウスでドラッグするか、最初のファイルを
クリックしておき、最後のファイルをキーボード
の［Shift］を押しながらクリックします。

　右図は「登録されていないファイル」にある二
つの別紙を選択後、該当科目である「仕上（内
壁）」を選択しています。例では右側窓の「科目
内別紙」が空白になっていますが、これは該当
科目に別紙が何も登録されいないことを示して
います。



　ここで中央窓と右側窓の間にある［右矢印］
ボタン（上）をクリックすると、左側窓「登録され
ていないファイル」から選択した別紙が、選択さ
れてる科目の属性を得て、移動します。

　サーバ別紙画面に戻ると、今登録した別紙が
反映されているのがわかると思います。

　［閉じる］ボタンで終了します。

　右図は「登録されていないファイル」フォルダ
からすべての別紙の移動を終了したところで
す。

［造作］科目にはすでに三つの別紙が登録され
ているのがわかります。科目内にある別紙名
称と左側窓「登録されていないファイル」の中に
ある別紙名称が同じであっても、それぞれＯＳ
レベルのファイル名が違いますので、同じ科目
に同居する形になります。

　右図の例では、左側窓「登録されていない
ファイル」に残った二つのファイルを選択して、
さらに該当科目である［造作］を選択していま
す。
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● 仮設

直近下位比較補正表

　直近下位との比較が必要な数量については「作成」時にその比較補正表を同時に出力し、適正な数量を採用します。

　調査表－１の延面積と仮設部（外壁面数、シート張要否）の入力が適正であれば「作成」ボタンで完全な調書が自動
作成できます。



〔木造建物算定〕取扱説明書

● 基礎

a．布基礎

　布基礎長補正表（直近下位比較表）が自動生成されます。

b．束石基礎

　束石数量補正表（直近下位比較表）が自動生成されます。

c．ベタ基礎

　ベタ基礎立上数量補正表（直近下位比較表）が自動生成されます。

d．その他の基礎

　土間コンクリートは「床数量計算書」で作成済みですのでそこから自動作成するほかは、単価マスタから選択しながら
数量を拾う方式となります。

※数量等に補正（変更）の必要が生じた場合は直接変更が可能ですが、補正表を貼付する関係上、基礎で変更が可
能なのは単価を選択する直前までです。基礎調書完成後に変更したい場合は「消去」を実行した後、再度「作成」を行っ
てください。これは補正表を再作成するためのもので、完成後に数量等を変更しても補正表には反映できません。

　下図、中段は「作成」ボタンにより調査表－１から取得されます。上段と下段は「単価マスタ」チェックをＯＮにして入力
画面下方に開く単価マスタから該当単価データを選択すれば完了です。上段「底盤施工面積」と下段「立上数量」は単
価データが選択された時点で自動挿入されます。

　下図、上段のいくつかは「作成」ボタンにより調査表－１から取得されます。下段は「単価マスタ」チェックをＯＮにして
入力画面下方に開く単価マスタから該当単価データを選択すれば完了です。「束石数量 計」は単価データが選択され
た時点で自動挿入されます。

　下図、最上段のいくつかは「作成」ボタンにより調査表－１から取得されます。中段と下段は「単価マスタ」チェックをＯ
Ｎにして入力画面下方に開く単価マスタから該当単価データを選択すれば完了です。上段「略記号」と「基礎長」「基礎
外周長」は単価データが選択された時点で自動挿入されます。
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● 軸部

　下図、最上段のいくつかは「作成」ボタンにより調査表－１から取得されます。中段と下段は「単価マスタ」チェックをＯ
Ｎにして入力画面下方に開く単価マスタから該当単価データを選択すれば完了です。中段「木材材積量」と下段「延床
面積」は単価データが選択された時点で自動挿入されます。

　軸部木材材積量補正表（直近下位比較表）が自動生成されます。ここでの補正表は、上段補正率セルで「Enter」を押
下したときにも再作成されます。

　上段、各補正率は原則的に手入力となりますが、「施工状況補正率」に関しましては「割引」ボタンから補正率を取得
することもできます。
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● 屋根、設備、付随工作物

a. 屋根

　下図は屋根入力例です。コード等の入力は外壁等調書と同様ですので省略します。

b. 設備、付随工作物

　施工面積の求積表がＣＡＤで利用できます。施工面積セル入力状態でマウス右ボタンをクリックするか、対象行を青
色反転させた状態で「計算」ボタンをクリックしてください。以下はその作成方法です。

④ 入力を終了① 最上段空白行で「Enter」

［ＯＫ］をクリックすると施工面積セルに合計を挿入します。

② １行目の式を入力（3.330は3.33でOK）

③ 「Enter」を押下（式は整形されている）

　屋根と同じように「数量」セルに式を挿入できます。屋根のような求積表は作成しませんが、ＣＡＤ転送表の備考欄に
式を配置します。
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● 外壁、内壁、床、天井、開口部

　外壁作成結果例

　これらの調書につきましては、すべて数量計算書で入力が終了してしまいますので、単に「作成」ボタンをクリックして
いただけるだけで完了します。



〔木造建物算定〕取扱説明書

● 造作

　造作では按分を多用するため、その支援プログラムが用意されています。按分対象行で「按分」をクリックしてください。

　「OK」ボタンをクリックすると取得した新しい単価がセットされます。※この時もとの単価は別の領域で保持されます。
　下図は作成された式が直後の行に挿入されたところです。式左端の「⇒」はエクセル転送時に除去されます。

● 樋、塗装

　下図は、面積を取得した行に単価マスタから該当データをコピーしようとしています。

　これらの調書につきましては、「作成」ボタンをクリックすると必要な面積を調査表-1から取得します。その後単価マス
タから該当データを面積取得行にセットしてください。

　上図の位置で「按分」ボタンをクリックすると下図のウィンドウが開きます。新規作成の初期画面は元の単価が左端の
テキストボックスに表示されているだけです。すでに下図では元の寸法「3」ｍと按分要素「2」ｍが入力されています。
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　下図はガス設備入力例です。コード、施工面積の求積表の入力は屋根調書等と同様ですので省略します。

　設備では［その他の設備］にも該当しない汎用的な設備調書が作成できます。下記はその作成方法です。

　作成方法

１．「⑧」をクリックします。（左図）

● 設備

a. 入力例

２．入力画面上部に「作成」ボタンと工事名入力ボックスが表示されますので、工事
名を入力後「作成」ボタンをクリックしてください。（下図）

３．作成ボタンをクリックすると左図のように今入力した工事名「店舗設備」が反映さ
れると共に「⑨」が追加されます。この時点での「⑨」は次工事調書の候補です。
「⑨」をクリックして「作成」しなければエクセル転送時に無視されます。「⑨」を作成
すれば「⑩」の次候補が追加され、最大「⑲」まで追加が可能です。

４．調書を削除したい場合は下図「削除」ボタンをクリックしてください。削除すると
順次番号が入れ替わります。
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● 上屋解体等

　すべて単価マスタからの選択と数量入力となります。

a. 金額の隠蔽

b. 廃材運搬費と廃材処分費

　「廃処」ボタンをクリックして諸費用を直接入力してください。（v2.05）

　曳家算定で上屋解体等一部の金額を隠蔽したい場合があります。この場合は金額欄を空白にしてもＨｏｓが勝手に再
計算してしまうことがあります。このような場合は明示的に「-」（半角マイナス）を金額欄に入力して置いてください。下図
はその例です。
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● 建設工事費

　作成方法

１．「②」をクリックします。（左図）

４．調書を削除したい場合は下図「削除」ボタンをクリックしてください。削除すると
順次番号が入れ替わります。

３．作成ボタンをクリックすると左図のように今入力した工事名「床工仕上げ」が反
映されると共に「③」が追加されます。この時点での「③」は次工事調書の候補で
す。「③」をクリックして「作成」しなければエクセル転送時に無視されます。「③」を
作成すれば「④」の次候補が追加され、最大「⑨」まで追加が可能です。

２．入力画面上部に「作成」ボタンと工事名入力ボックスが表示されますので、工事
名を入力後「作成」ボタンをクリックしてください。（下図）

　建設工事費の「①基礎工事費」については推建費より参照しますので、ここでは
必要に応じて「②」以下を作成してください。
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● 時点修正について

a. 単価マスタの設定

b. 時点修正

c. 変更できなかった単価

　また、単価の入替えはＨｏｓデータに対して行うもので、出力されているエクセルデータの単価を入替えるには、さらに
エクセル送信にて再出力を行うことになります。

　単価の入替えは［設定］で単価マスタを置き換えたい年度に設定しただけでは、すでに入力されたデータには何等影
響を与えません。このあと［時点修正］メニューで単価の総入れ替えを行う必要があります。

　いわゆる単価入替えについては、工作物と同じ方法を用いています。ある年度の単価で編集されたデータを別の年
度の単価に置き換えるには、データの単価マスタを、置き換える年度に設定しておく必要があります。

　※右図の［登録年度］と混同しないようご注意
ください。［登録年度］は書庫への登録年度の
ことであり、単価マスタの年度とは別のもので
す。

　右図は［設定］にて単価マスタを、旧［2002］
から、新［2003］へセットしようとしています。

　時点修正は目的の木造算定画面を表示させ
ておいて［ツール］→［時点修正］を選択しま
す。

　左図は入れ替え中のプログレスです。

削除されると、もう一度同じ単価表で時点修正するまで復
活できません。

　該当するコードが単価表にない（別紙-代価表-等）データ
は、時点修正終了時に一覧表を画面に表示します。この表
は印刷できますので、この時点で印刷しておいてください。
閉じるとこの表は削除されてしまいます。

　入れ替えの比較項目はコードのみです。した
がって、前年度とコードが変更されたものはそ
れに沿った単価となります。また、名称と形状
規格寸法は入れ替えしません。

　入れ替え時間は諸条件によって大きく変化し
ますが、大体２分前後を目安にして下さい。

｢よろしいですか｣で［ＯＫ］
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● 工作物編集概要

　調書の種類

Ｃ．別紙（親Ｄ．別紙（子）

Ｅ．数量調書

　数量調書は各別紙から呼び出すことができます。

　主に上図（Ｄ）別紙（子）の数量根拠として作成しますが、（Ｃ）
親別紙の数量調書としても登録できます。もちろん数量調書の
各工事数量は別紙側の数量とリンクしています。

Ｂ．工作物移転補償金算出調書Ａ．工作物調査表

　左図（Ｃ）別紙（親）の中に各単価のコードの代わりに子別紙番
号が付くと、その１行分の内容が（Ｄ）別紙（子）となります。（Ｃ）
のある行のコードが［２－１］であれば「別紙２－１」がこの調書
の名前になります。

　上図（Ｂ）工作物移転補償金算出調書、１行分の内容となりま
す。（Ｂ）の各行にある「番号」が「別紙」番号となりますから、
（Ｂ）の行番号が［２］であれば「別紙２」がこの調書の名前になり
ます。

　（Ｂ）は、各工事費「別紙」の鑑となりますので、「別紙」を作成
することにより（Ｂ）もほぼ自動的に作成されることになります。

　Ｈｏｓでの作成（入力）時には（Ｂ）を作成することにより（Ａ）は
自動的に作成されます。

　工作物調査表（Ａ）は、メインの工作物移転補償金算出調書
（Ｂ）の直接工事費等「金額」を除いた「調査表」で、当該家屋工
作物調書の冒頭になります。



Ｆ．工作物廃材量集計表Ｇ．工作物廃材量集計表（別紙）

　（Ｃ）の各単価コードに廃材量が付随していれば（Ｆ）工作物廃
材量集計表が別紙等調書の最後部に自動作成されます。

　左図（Ｆ）の中に「按分」された単価コードがあれば同じく廃材
量も按分されますから、その根拠が廃材量集計別紙として「廃
材量集計表」の後ろに自動作成されます。
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● 工作物編集概要

　調書作成（編集）の流れ

　1．種類選択（入力）

　最初の行で「種類」列をクリックします。

　2．語句参照表から目的の種類をコピー

　3．形状及び寸法（選択／直接入力）

　4．内容（別紙）の作成

　5．単価マスタから目的の単価（とその名称等）をコピーする

　ここで「語句参照表」からコピーせずに直接入力するのであれば、
このセルをダブルクリックして入力してください。（下図）

　開いた語句参照表から「春日灯篭」を選ぶのであれば、赤枠の
「か」行を選択します。

　このとき、列により参照表の内容も変わりますのでご注意くださ
い。

　右ボタンをクリックして、ポップアップウィンドウを表示し、「語句参
照表」を選択します。

　これで内容（別紙）作成の準備ができました。この段階で備考欄に
「別紙1」が作成されていますが、これがこの行の別紙名となります。

　直接入力するのであれば、このセルをダブルクリックして入力しま
す。例では「H=120」を選択しています。

　右ボタンをクリックして、ポップアップウィンドウを表示し、「語句参
照表」を選択します。形状寸法に関する語句が参照できます。

　選択した行の備考欄に「別紙nn」等の別紙名（下図）がないと、［別
紙］ボタンをクリックしても別紙は開きません。

　内容（別紙）を作成する行を選択した状態で画面左上の［別紙］ボ
タンをクリックします。

　チェックを「ON」にすると、単価マスタ種類選択ボタン（標準／市
場）と、そのマスタに応じた科目一覧プルダウンメニューが現れま
す。

　画面上段中程にある「単価マスタ」チェックを「ON」にします。

　新しい別紙画面が開いたら、「春日灯籠」を単価マスタからコピー
します。



　「春日灯籠」を選択するには、右側にあるプルダウンメニューより
「庭石、灯篭、庭園、花壇類」を選択します。

　下図は画面下部に開いた「庭石、灯篭、庭園、花壇類」科目より「春日灯籠」を選択しています。ダブルクリックまたは Enter を押下
して決定です。

　マスタからのコピーが完了すると、
数量セルでの数量入力待ちとなりま
す。

　廃材量集計表はエクセル自動送信時にHosが作成しますので、子別紙を作成しない限りは意識しなくて大丈夫です。ただし、子別
紙の廃材量は親別紙から集計しますから、親別紙からの廃材量集計コマンドが必要となります。

　一応これまでが、一連編集の簡単な流れですが、別紙の中で更に合成単価を使用したい場合もあります。そのときは別紙の中から
子別紙を作成できますし、子別紙に対応する数量調書も作成できます。

　Hos はどの別紙画面からでも「数量調書」を呼び出せますが、数量調書が必要な別紙は、すべての単価入力を終了した時点で［数
量］ボタンをクリックしてください。開かれる数量調書はその別紙のすべての単価項目をコピーして各項目計算式の入力待ちとなりま
す。なお、数量調書については「工作物数量調書」で詳しく解説してあります。

　数量が入力されると、リアルタイムで合計が計算されます。今回のような例では１行のみですから、数量を入力した時点で、画面左
上［完了］ボタンをクリックして「別紙1」の内容編集を終了してください。

　数量を入力してキーボードの「Enter」を押下すると、入力が完了してフォーカスはマスタ画面へ戻りますので、もし次の単価があれ
ば続けてマスタからコピーする操作を繰り返します。

　ここで、もし数量調書を必要とするなら、数量は空白のままにしておきます。例ではその必要はありませんので数量を入力します。
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　単価マスタ

　下図は「市場単価」ラジオボタンを選択後、そのプルダウンメニューを表示したところです。

　プルダウンメニューに表示されている「科目」は、任意に作成できます。

　市場単価の作成

　左図はそのポップアップメニューから市場単価を導入しようとしています。

　単価マスタから目的の単価をコピーする方法は「調書作成（編集）の流れ」で説明しましたが、ここでは「市場（資材）単
価」の登録方法を説明します。

　下図の中では「廃材処分費」「建具」「仕上げ」が科目該当行です。

　下図は「すべて」を選択したときに表示される、ある市場単価表です。プルダウンメニューに表示されている「科目」は、
この中の「コード」が空白になっている行が対象になります。

　市場単価を作成するには、数量計算書からは［種別］セル、その他の計算書か
らは［コード］セルにて、マウスの右ボタンをクリックして開くポップアップメニュー
から［市場単価］を選択します。

　市場単価には、合成単価のようなローカル保存はありませんが
［保存せずに作成］があります。

　市場単価、合成単価作成では、その場限りの一過性のものと、再
利用可能なものとがあります。Hosでは一過性の単価データを保存
することを「ローカル保存」、再利用可能なようにどの現場からも参
照できるフォルダに保存することを「サーバ保存」と呼んでいます。

　サーバ保存ボタン



　ここに「名称」「形状寸法」等必要事項を入力します。

　左図は市場単価入力例です。

　上図は、レコード編集画面で［OK］ボタンをクリックして、新しい市場単価が調書に導入された直後を示しています。

　市場単価の場合、多数の単価をサーバへ保存しても、余程汎用性がないと、爾後の単価や掲載頁管理が困難となります。通常は
上図下の［非保］（保存せずに作成）を選ぶことをお勧めします。

　左図は［非保］ボタンをクリックして開く単価作成画面です。青矢印
のところに「積ポ」とあるのは、親画面で「積算ポケット」を選択してい
るためです。

　ただし、どの出典先からコピーしたものかがわかるようにするため
に、Hosでは単価コードにその出典名と掲載頁を組み合わせたもの
（積ポ-P500 等）を使用しています。その為［非保存］であっても、同
じ画面で［出典名］だけは選択しておいてください。

　また、単価には、80％等の割引率を掛けない「掲載単価」を入力し
てください。

　この中で、コード部につきましてはHosが自動作成します。もちろん
変更も可能です。
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１．各種機能（算出調書-鑑）

1-1 電話設備

　電話設備に特化した内訳書を作成します。直接工事費に依存しない（諸経費を加算しない）グループとして登録します。

　標準単価から「電話・ファクシミリ設備」を選択します。

　コピーが終了したら、上部にある［計］（電話設備）をクリックして計上してください。

　※計上後コードセルに表示される「KK」や「KU」はエクセル出力時にHosが参照するための記号です。

1-2 その他の設備

　直接工事費に依存しない（諸経費を加算しない）設備グループとして登録します。

1-3 番号

1-4 付随（建物付随工作物）

1-5 設定（移設費の構外/構内切替）

　登録されたすべての別紙を検索して、移設費の構外/構内（A/B）切替えを行います。

　「電話・ファクシミリ設備」表の「移転回数」に合わせて「移転
手数料」「配線工事費」「工事基本費用」をそれぞれ内訳書に
コピーします。

　　別紙Ｃ以降、下図の画面が開きます。ここで、別紙Ｃ以降が既に作成されていれば［更新］、何も作成されていなけれ
ば、下図のように［別紙Ｃ］を候補として［新規］状態となります。

　名称欄に、対象となる工事（設備）名を入力
して［ＯＫ］ボタンをクリックします。

　［補償額］行のコード欄にある［Ｃ］～は、エクセル転写時に重要な要素となります。［Ｃ］～はそのとき指定した設備名と
認識しますので、消去をしないで下さい。

　この調書以降、Hosでは特別な処理は行いません。必要に応じて［計］ボタンをクリックして生成された［補償額］欄等の
修正を行って下さい。その他の設備で生成される［補償額］は、単に対象レコードの金額を合算したものとなっています。

　選択された行を「工作物算定」から隠蔽して、廃材量のみ「廃材量集計表」に合算します。木造建物算定と併用すると
きに有効です。

　行削除や行挿入による番号の欠番、二重化を解消するためのものです。単に番号を並び替えるだけではなく、その番
号に付随する内訳書（別紙）や数量調書の番号も親番号に合わせて書き換えます。
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２．各種機能（別紙-親）

2-1 準用

　対象単価を準用した場合に、単にコードへ「準用」を付加します。準用を取り消すときもこのボタンをクリックしてください。

2-2 共有

　隣地共有として計上します。［共有］ボタンをクリックすると下図の所有割合画面が開きます。

2-3 現価

　指定単価（行）について「現価」を計上し、指定外単価と合算します。

2-4 諸経込

　指定単価（行）について別途「諸経費込み」として計上して、消費税対象から外します。

2-5 回数（移転回数）

　内訳書の合計金額を「現在の合計金額」×「移転回数」とします。

　この画面で所有割合を確定してください。

　※計上後コードセルに表示される「KT」や「KU」はエクセル出力時にHos
が参照するための記号です。

　［OK］ボタンをクリックすると該当内訳書の金額を割合率で再計算後計
上します。

　［経過年数計算］ラベルをクリックすると下図
画面で経過年数を計算し、「経過年数」ボック
スにその結果を出力します。

　ここで「耐用年数」と「経過年数」を確定しま
す。付け加える語句があればこの中で編集し
てください。

　［現価］ボタンをクリックすると右図の画面が
開きます。

※現価対象部分は「諸経費込み」「消費税対象外」となりま
す。

　「耐用年数」と「経過年数」を確定したら［OK］ボタンをクリッ
クしてください。
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３．各種機能（別紙-子）

3-1 保存（別紙参照のための保存）

　汎用性があると思われる子別紙を、他の現場でも利用できる共通フォルダに保存します。

3-2 一覧（別紙参照のための一覧表示）

　共通フォルダにある内訳書と数量調書を現在の内訳書（子別紙）にコピーします。

3-2 他費（雑材費・その他）

　標準単価コード［900000］台の「その他費用」を計上します。

　内訳書内にコード［900000］台のコードがコピーされ、その行が選択されている状態で［他費］ボタンをクリックします。
　（下図参照）

　科目プルダウンメニューの中か
ら該当科目を選び［追加］または
［挿入］ボタンをクリックします。こ
のとき数量調書が付随していれば
同時に保存されます。

　［保存］ボタンをクリックすると、
保存のための一覧表が開きます。
（右図参照）

　閲覧画面では［内訳］ラジオボタンと［数量］ラジオボタン
でそれぞれの調書が閲覧できます。

　内訳書や付随する数量調書を閲覧するには、該当行の
「別紙名」列をクリックします。

　［一覧］ボタンをクリックすると、共通フォルダにある一覧
表が開きます。（右図参照）



　［他費］ボタンをクリックすると下図の画面が開きます。

3-3 ×10（金額1/10割戻し）

3-4 小数（３位迄と２位迄との切替）

　この状態で［完了］ボタンをクリックすると、図の場合は［127］円が計上され、その式が内訳書の「形状寸法」と「備考」
欄にそれぞれ表示されます。（下図参照）

　上図、緑色行は「労務費」（２行）を選択しています。行選択するには該当行をダブルクリックします。「赤矢印」のボック
スはその合計金額、「青矢印」のボックスには率（％）が入力されています。

　数量を小数点以下第３位とするか第２位とするかの切替コマンドです。Hosは、第３位以下を入力すればそのまま受け
入れますので、内訳書全体の桁揃えを行いたいときに有効です。

　歩掛には、切り上げられる小数点以下第４位（例0.0006 → 0.001）を計上するために、数量が標準の10倍で作られたも
のがあります。その歩掛で作成された内訳書に対して、金額を1/10に割り戻すコマンドです。標準の10倍の数量で計算
された内訳書に対してのみ有効なコマンドとなります。
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　内訳書（別紙）との関係

　長さのみの「塀」等は上記方法で表現できまが、複数の単価を含む数量計算式には別途「数量調書」を作成することになります。

　下図は別紙とその子別紙、子別紙に付随する「数量調書」との関係図です。

　［1］算出調書（鑑）－ 初期画面

　ここでは「ブロック造倉庫」を例にしています。

　「別紙10」

↓

　「別紙10-1」←→「数量調書10-1」

　「別紙10-2」←→「数量調書10-2」

　［2］内訳書（別紙10）

↓

ᇫ・・�岼・→ᇷ⒴侨10-1ᇸ
ᇫ・・♊ B・→ᇷ⒴侨10-2ᇸ

　［3］内訳書（子別紙10-1）

　［4］数量調書（10-1）

　子別紙10-1 に対する 数量調書10-1 です。

　別紙の鑑となる「算出調書」には金額抜きの「調査表」が付随しますが、その行毎備考欄には、簡単な数量根拠（式）を記述すること
ができます。（下図参照）

［１］入力時の画面 ［２］エクセル出力後の画面（ピンクの行）

　数量調書を作成して数量調書の［完了］ボタンを
クリックすると該当内訳書の「数量」セルへ、それぞ
れのコード毎に「資材計」がコピーされます。

　子別紙は親別紙と区分するため水色の画面で
す。この中に「ブロック造倉庫［新 設］」の内容を記
述しています。

　コードを「10-1」という別紙番号にしています。こ
のように子別紙を作成する場合は親別紙番号(10)
と任意な子別紙番号(1等)をハイフン(-)で組み合わ
せたコードを入力します。Hosは、コードにハイフン
(-)を見つけると「子別紙」であると認識します。
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　数量調書作成手順

　１．数量抜きの内訳書を作成する

　２．計算式を入力する

　冒頭の「アルミテラス」の式（4.50*1.40）を入力します

　必要であれば親別紙のみでもそれに対応する数量調書は作成できますが、ここではその子別紙に対して数量調書を作成すること
にします。下図は親別紙の画面で、子別紙を作成しようとしています。子別紙の番号（任意）は、親別紙番号が「2」なので「2-1」として
います。この行で［別紙］ボタンをクリックすると、子「別紙2-1」が開きます。

　下図は数量調書初期画面です。対応内訳書のコード、名称がコピーされています。ここでは「計算式」を入力して、その結果を単価
項目毎の「資材計」に反映させます。

　数量抜きの内訳書（下図参照）が完成したら［数量］ボタンをクリックします。現在ボタンのアイコンが白色であることにご注目くださ
い。数量調書がすでに作成されていれば「黄色」のアイコンになります。

　数量調書を作成する場合は、その内訳書（別紙）を先に作成します。このとき内訳書（別紙）内それぞれの数量については、「数量
調書」からコピーされますので空欄にしてください。※「損率」は、空欄のままでも［1.00］として計算できます。



　カーソルの式入力完了位置で［Shift］＋［Enter］を押下すると計算結果が表示されます。

※計算方法の裏技は「計算式」メニューにて詳述しています。

　計算結果が出力されたら［計入］ボタンをクリックして、結果を「資材計」に反映させます。

　下図は式の入力が終了して［完了］ボタンをクリックしようとしています。
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　計算式

　数量調書作成手順では、簡単な計算式を例に説明しましたが、ここではその応用（裏技）をご紹介します。

　下図は式を分割しています。

　１行目に 0.80*0.30*H0.25=0.06*

　２行目に 0.80*0.60*H0.45=0.216* と入力してあります。

　いずれも式最後尾に[*](赤文字のところ)を付加していることにご注目下さい。

　１行目と２行目の式を合算します。

　２個の式をドラッグ（マウスボタンを押しながら移動して選択状態にする）して［計入］ボタンをクリックします。

　下図はその結果です。

　それぞれの式の結果と、合算状態お解かりになると思います。※計行の［⇒］は表示のみで出力されません。

　１行では処理できない長い式にご利用下さい。

(1)　式は１行内。複数行にまたがる式は計算できません。

(2)　原則的に1行内には1ブロックの式のみ許可されます。（*1の方法で１行内でも複数のブロックを計算できます）

(3)　括弧の対照性が完全であること。非対称の場合は =Error となります。

(4)　［｛（ は、（（（ を使用してください。

*1
　１行で複数のブロックを計算したい場合は、以下の方法で行います。

1.365*1.82=2.4843 （１）2.4843*1.1=2.73273 （２）2.4843*1.2=2.98116

1.365*1.82 Shift+Enter

1.365*1.82=2.4843

1.365*1.82=2.4843 ¦ （１）2.4843*1.1 　　Shift+Enter

1.365*1.82=2.4843 （１）2.4843*1.1=2.73273

1.365*1.82=2.4843 （１）2.4843*1.1=2.73273 ¦ （２）2.4843*1.2　Shift+Enter

1.365*1.82=2.4843 （１）2.4843*1.1=2.73273 （２）2.4843*1.2=2.98116

※（1）（２）は必ず全角を使用してください。半角を使用した場合、算出値が違ってきます。

　式は、四則演算のみサポートします。四則演算の範囲であれば、どのような複雑な式でも計算できます。ただし、以下
の条件が満たされる必要があります。

上記を１行で計算するには、まず 1.365*1.82 を入力後、式直後にカーソルを置いた状態で Shift+Enter。
1.365*1.82=2.4843 が完成したら、その後に半角の[｜]（円マーク Shift+[¥]）を入力して、全角の（１）と２番目の式
2.4843*1.1 の直後で Shift+Enter。このとき半角の[｜]は、空白に変換され、2.4843*1.1 のみが計算されます。
1.365*1.82=2.4843 （１）2.4843*1.1=2.73273 まで完成したら、更に上記を繰り返して式を完成させます。

　式の結果は、式の後ろに半角の［＝］を付けて Enter キーを押下します。 ［Shift］＋［Enter］を押下するのであれば、式
の直後に［＝］は入れなくても［＝］を自動付加して計算結果が表示されます。 =Error となる場合は、殆ど（）の非対称が
問題となっています。

　式の中にある半角の数値、半角の（）、半角の四則演算子(+,-,*,/) 以外の文字は、すべて無視されます。したがって次
のような式　1.82L*2+0.91H*2 は、正常に計算されます。（）は、演算時に検討されますので、'（０．５人工計上）'のような
語句を式の中に入れる場合の'（）'や、'０．５'は、必ず全角を使用するようにして下さい。



〔工作物算定〕取扱説明書

● エクセル

　送信（転写）

Ｊ　完結型を指定すると、「廃材処分費」（直接入力）が指定できます。木
造建物等と連結しない場合に有効です

Ｉ　チェックをONにすると、すでにエクセルへ送信したファイルがあれば、
その廃材集計表に対しても上書きします。エクセル上で廃材集計表を修
正したときにOFFにするとその部分は上書きしません。

Ｈ　チェックをONにすると、出力されるすべての調書（調査表を除く）の
フッタに通し番号をふります。

Ｇ　ＦがONのとき、計上した消費税をまるめるか否かの選択です。

Ｂ　すでに送信してあるエクセルファイルを、再編集したり印刷するために
開きます。

Ａ　すでにエクセルへ送信したファイルがあれば、Hosで作成された現在
の内容を上書きします。なければ新規作成します。

Ｆ　チェックをONにすると、消費税を最後に計上します。

Ｅ　チェックをONにすると、出力されたエクセルの算出調書備考欄の別紙
とリンクします。

Ｄ　出力したい整理番号を入力します。ＣのチェックがOFFの場合は入力
できません。また入力していてもOFFではデフォルトになります。

Ｃ　チェックをONにすると「整理番号」の指定ができます。OFFであれば
Hosで指定された整理番号となります。空白の整理番号も出力できます。



〔立竹木算定〕取扱説明書

● 立竹木概要

　調書の種類

　移植費と処分費加算伐採費の比較認定書。

　立木除根費が加算された場合の集計表。

　標準値を超える立木の組み換え単価表。　（Ａ）の総括表（鑑）となります。

Ｆ．立竹木除根費集計表Ｅ．立竹木補償単価認定書

Ｂ．立竹木調査表

　（Ａ）の金額抜き一覧表。　立竹木補償額算定書（Ａ）は、メインとなる金額一覧表ですが、任
意行の金額をマスクすることもできます。

Ｃ．立竹木移転補償金総括書 Ｄ．立竹木組替単価表

Ａ．立竹木補償額算定書



　（Ｇ）の金額抜き一覧表。　旧立竹木移植等補償金算出調書（Ｇ）は、メインとなる金額一
覧表ですが、任意行の金額をマスクすることもできます。

Ｇ．旧立竹木移植等補償金算出調書 Ｈ．旧立竹木調査表



〔立竹木算定〕取扱説明書

● 立竹木概要

　入力例

　1．庭木類

　№１　高木　いぬまき　移植

　右図は追加時の行編集画面です。

　フォーカスは下段の「樹種名選択」へ移動します。

　いずれの方法でも選択したら必ず［Enter］を押下して下さい。

　左図（④）で樹種名の「頭文字」を選択します。「いぬまき」の「い」を
キーボード上下左右のキーを使用して選択した状態です。「い」を選
択する別の方法として「かな漢字変換」で「い」を入力しても同等で
す。

　下図（①）は右図左上部分の拡大図で「番号」は自動挿入されてい
ます。この番号でよければ、キーボードの［Enter］または［TAB］キー
を押下してください。

　確定したら［Enter］、次は「樹種」選択となります。

　例の場合「指定なし」・「高木」どちらを選択しても結果は同じです
が、「高木」とわかっていれば後者を選んだほうが見つけやすくなり
ます。

　左図参照

　②で［Enter］が押下されると「種別」プルダウンメニューが開き、
キーボード上下のキーで選択できる状態になります。

　ここでは「庭木類」を選択（Enter）します。

　①で［Enter］を押下した場合（［TAB］キーではフォーカスが②へ移
動するだけ）は、左図（②）のように「分類」プルダウンメニューが開
き、キーボード上下のキーで選択できる状態になります。

※伐採については行編集時に個別指定が可能です。

　「構内」／「構外」／「伐採」の別はいつでも変更可能ですが、１整
理番号（所有者単位）につきどちらかとなります。

　先ず「構内」／「構外」／「伐採」の別を確定します（青丸）。構内/
構外/伐採の別が確定したら、［追加］ボタンをクリックして最初の立
竹木を算定します。



　確定したら［Enter］を押下します。

　最後に本数を入力して［Enter］を押下すると、その内容が一覧表にコピーされ、同時に入力画面が消えて一覧表に戻ります。

　組替単価が不適当な場合は「見積単価」も指定
できます。下図は［樹価（見積）］ボタンで開く画面
です。

　左図は「幹周」を「100」とした場合の例です。掲載
単価を超過したため、下部に「移植組替単価」が作
成されています。

　「幹周」が掲載単価を超過したときは、「移植組替単価」が作成されましたが、移植補償額に比べて伐採補償額の方が安い場合は、
「伐採適用単価」が組み込まれます。

　ここで「いぬまき・高木」を選択します。種別選択（②）で「指定なし」
を選択した場合は「いぬまき・生垣」も表示されますので種別にご注
意下さい。下図参照

　カーソルは「幹周」入力ボックスにありますが、必要に応じて「管理
状況」と「移植／伐採」の別をマウスで選択してください。

　「樹高」の次は「本数」の指定となります。この時点でHosは単価マ
スタから該当単価を所定の入力ボックスにコピーします。⑦参照

　幹周と樹高のいずれを単価取得に採用するかは、標準書の内容
に沿って行われます。したがって、採用されない側の数値を空白に
しても単価取得結果は同じになります。

　次に、高木の場合は「樹高」入力ボックスにカーソルが移動します
ので、「樹高」を入力して［Enter］を押下して下さい。

　「管理状況」や「移植／伐採」を選択しますと、いったんフォーカス
が「幹周」入力ボックスから外れますのであらためて「幹周」入力ボッ
クスをクリックして「幹周」を入力します。入力したら［Enter］を押下し
ます。



〔立竹木算定〕取扱説明書

● 立竹木概要

　入力例

　№２　風致木　くすのき　移植

　確定したら［Enter］を押下します。

　左図（④）で樹種名の「頭文字」を選択します。「くすのき」の「く」を
キーボード上下左右のキーを使用して選択した状態です。「く」を選
択する別の方法として「かな漢字変換」で「く」を入力しても同等で
す。

　確定したら［Enter］、次は「樹種」選択となります。

　例の場合「すべて」・「一般庭木」・「風致木」のどれを選択しても結
果は同じですが、「風致木」とわかっていれば後者を選んだほうがミ
スなく入力できます。

　左図参照

　ここで「くすのき・高木」を選択します。

※②で「風致木」を選択していない場合、［Enter］を押下する前でし
たら図右下の「風致木」アイコンをクリックできます。

　フォーカスは下段の「樹種名選択」へ移動します。

　いずれの方法でも選択したら必ず［Enter］を押下して下さい。

　②で［Enter］が押下されると「種別」プルダウンメニューが開き、
キーボード上下のキーで選択できる状態になります。

　この例では［同上］ではなく、［Enter］を押下します。

　ここで［同上］ボタンをクリックすると、直前の（この例では№1の）
データがコピーされ、次の入力位置へHosが誘導します。［同上］ボ
タンの代わりに［Ctrl］＋［Enter］を押下しても同等です。

　左図は「一覧」画面より［追加］ボタンをクリックした直後の画面で
す。すでに新しい番号［2］が自動挿入されています。

　ここでは「庭木」を選択（Enter）します。

　①で［Enter］を押下した場合（［TAB］キーではフォーカスが②へ移
動するだけ）は、左図（②）のように「分類」プルダウンメニューが開
き、キーボード上下のキーで選択できる状態になります。



　最後に本数を入力して［Enter］を押下すると、その内容が一覧表にコピーされ、同時に入力画面が消えて一覧表に戻ります。

　カーソルは「幹周」入力ボックスにありますが、必要に応じて「管理状況」と「移
植／伐採」の別をマウスで選択してください。

※地域仕様により「除根費」「運搬費」を加算するこ
ともできます。

　左図下方に「伐採適用単価」が作成され、「廃材
容量」が取得されていることにご注目下さい。

　左図は「幹周」を「8」（10㎝未満）「樹高」を「120」
とした場合の例です。この事例では伐採補償額の
方が安くなりますので、「伐採適用単価」が組み込
まれます。

　「樹高」の次は「本数」の指定となります。この時点でHosは単価マスタから該当
単価を所定の入力ボックスにコピーします。⑦参照

　幹周と樹高のいずれを単価取得に採用するかは、標準書の内容に沿って行わ
れます。したがって、採用されない側の数値を空白にしても単価取得結果は同じ
になります。

　次に、高木の場合は「樹高」入力ボックスにカーソルが移動しますので、「樹高」
を入力（未入力でも可）して［Enter］を押下して下さい。

　「管理状況」や「移植／伐採」を選択しますと、いったんフォーカスが「幹周」入力
ボックスから外れますのであらためて「幹周」入力ボックスをクリックして「幹周」を
入力します。入力したら［Enter］を押下します。



〔立竹木算定〕取扱説明書

● 立竹木概要

　入力例

　4．地被類（草花等　地被類　移植）

　左図は「一覧」画面より［追加］ボタンをクリックした直後の画面で
す。すでに新しい番号［4］が自動挿入されています。

　ここでは「地被類等」を選択（Enter）します。

　①で［Enter］を押下した場合（［TAB］キーではフォーカスが②へ移
動するだけ）は、左図（②）のように「分類」プルダウンメニューが開
き、キーボード上下のキーで選択できる状態になります。

　この例では［同上］ではなく、［Enter］を押下します。

　確認後［Enter］を押下して下さい。その内容が一覧表にコピーさ
れ、同時に入力画面が消えて一覧表に戻ります。

　④で入力した式の演算結果が数量欄にコピーされます。

※草本系の名称は上部「編集」ラベルをクリックすると追加できま
す。

　左図（④）のプルダウンメニューより「草花」を選択後、下部入力
ボックスで面積式（㎡）を入力して下さい。Hosが演算を行いますの
で、式のみ入力して［Enter］を押下して下さい。

　ここで［同上］ボタンをクリックすると、直前の（この例では№3の）
データがコピーされ、次の入力位置へHosが誘導します。［同上］ボ
タンの代わりに［Ctrl］＋［Enter］を押下しても同等です。

　確定したら［Enter］押下して下さい。

　今回の例の場合は「草本系」を選択します。

　左図参照

　②で［Enter］が押下されると「種別」プルダウンメニューが開き、
キーボード上下のキーで選択できる状態になります。



〔立竹木算定〕取扱説明書

● 立竹木概要

　入力例

　5．竹林（竹林　は竹　伐採）

　左図参照

　今回の例の場合は「は竹」を選択します。

　確定したら［Enter］押下して下さい。

　④で入力した式の演算結果が数量欄にコピーされます。

　確認後［Enter］を押下して下さい。その内容が一覧表にコピーさ
れ、同時に入力画面が消えて一覧表に戻ります。

　続けて面積入力ボックスで面積式（㎡）を入力して下さい。Hosが
演算を行いますので、式のみ入力して［Enter］を押下して下さい。

　左図（④）のプルダウンメニューから該当面積あたり本数を選択し
て［Enter］キーを押下します。

　②で［Enter］が押下されると「種別」プルダウンメニューが開き、
キーボード上下のキーで選択できる状態になります。

　ここでは「竹林」を選択（Enter）します。

　①で［Enter］を押下した場合（［TAB］キーではフォーカスが②へ移
動するだけ）は、左図（②）のように「分類」プルダウンメニューが開
き、キーボード上下のキーで選択できる状態になります。

　この例では［同上］ではなく、［Enter］を押下します。

　ここで［同上］ボタンをクリックすると、直前の（この例では№4の）
データがコピーされ、次の入力位置へHosが誘導します。［同上］ボ
タンの代わりに［Ctrl］＋［Enter］を押下しても同等です。

　左図は「一覧」画面より［追加］ボタンをクリックした直後の画面で
す。すでに新しい番号［5］が自動挿入されています。



〔立竹木算定〕取扱説明書

● 立竹木概要

　入力例

　6．その他立木（その他　すぎ　伐採）

　ここでは「その他」を選択（Enter）します。

　左図参照

　確定したら［Enter］、「胸高直径」→「樹高」（必要に応じて）と入力し
て［Enter］で移動します。

　②で［Enter］が押下されると「樹種名」入力ボックスへ誘導されます
ので、この例では「すぎ」を入力します。

　「その他」を選択すると、「移植伐採の別」プルダウンメニューが自
動的に「伐採」となります。

※　樹種名ボックスでマウスの右ボタンをクリックすると（左下図）、
ポップアップメニュー（右下図）が開き、そこから樹名を参照すること
ができます。参照表に追加するには参照表上で更にマウスの右ボ
タンをクリックします。

　「その他」伐採のみでなく、幹周や胸高直径が掲載廃材容量より大きい場合
は、［＞･］というマークが廃材容量ボックスに表示されます。その場合は、手入力
によりマークを消して、適当な廃材容量を入力してください。

　左図③は、単価を取得した直後の画面ですが、廃材容量は必要に応じて下図
④のように、高木から流用することができます。

　左図は「一覧」画面より［追加］ボタンをクリックし、新しい番号［6］
が自動挿入され、［Enter］を押下した直後の画面です。
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● 立竹木概要

　機能別説明

Ａ．番号整列

　削除、挿入等で欠番やダブりが生じた一覧番号を連番にします。

Ｂ．構内/構外/伐採へ一括変換

　１所有者あたりで一括変換します。ただし「伐採」で一括変換した場合は元の状態へは戻せませんのでご注意下さい

Ｃ．合計金額

Ｄ．消費税対象額合計

Ｅ．仮移植

　「通常」で編集された一覧を「仮移植」にするには以下の方法が便利です。

　１．必要な行を選択する。※ドラッグします。

　３．「仮植」ラジオボタンをクリック。

　４．「仮植」画面でマウスの右ボタンクリックによるポップアップメニューより「行貼り付け」を選択。

⇒

　２．マウスの右ボタンクリックによる
ポップアップメニューより「行コピー」を
選択。



　５．「構内」または「構外」をプルダウンメニューより選択。

　構内/構外の単価に応じた「仮移植単価」に変換されます。

Ｆ．育成畑

　上記「仮移植」を「育成畑」に置き換えてお読み下さい。

Ｇ．金額のマスク処理

　マスクを解除したい場合は、マスクされた行で、同じくキーボードの［スペースバー］を押下します。

　マスクしたい行で、キーボードの［スペースバー］を押下します。押下すると次の行にカレントが移動しますので、［スペースバー］を
押下し続けると連続したブロックがマスクされます。
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● エクセル

　送信（転写）

Ｂ　すでに送信してあるエクセルファイルを、再編集したり印刷するために
開きます。

Ａ　すでにエクセルへ送信したファイルがあれば、Hosで作成された現在
の内容を上書きします。なければ新規作成します。

Ｆ　完結型を指定すると、「廃材処分費」（直接入力）が指定できます。木
造建物等と連結しない場合に有効です。

Ｅ　チェックをONにすると、管理状況のデフォルトの「良い」「やや良い」
「普通」をそれぞれ「上」「中」「下」に置き換えます。

Ｄ　チェックをONにすると、消費税を最後に計上します。［まるめる］は、Ｆ
がONのとき、計上した消費税をまるめるか否かの選択です。

Ｃ　チェックをONにすると「整理番号」の指定ができ、空白の整理番号も
出力できます。OFFであればHosで指定された整理番号となります。出力
整理番号入力ボックスには、出力したい整理番号を入力します。Ｃの
チェックがOFFの場合は入力できません。また入力していてもOFFではデ
フォルトになります。



〔非木造算定〕取扱説明書

● 作成（編集）概要　　［調書の種類］

Ｅ-1．コンクリート計算書

　土間、柱等のコンクリートの計算書

　積上鉄骨量の計算書とその集計表

Ｂ．合成単価表Ａ．内訳書

　内訳書に含まれるすべての合成単価表

　「建築費」、「解体費」、「発生材」の鑑を含むすべての内訳書

Ｄ．数量計算書Ｃ．統計数量対照表

　関連するすべての統計値と、その補正値の一覧表 　科目単位数量調書

Ｅ-2．鉄骨計算書／鉄骨集計表



　内訳書へ渡すための内部仕上集計表　内部の仕上計算書

　外部建具周り仕上集計表　外部の建具計算書

Ｍ．外部建具集計表Ｌ．外部建具計算書

　内訳書へ渡すための外部仕上集計表　外部の仕上計算書

Ｋ．内部仕上集計表Ｊ．内部仕上計算書

　発生材の数量計算書　解体費の数量計算書

Ｉ．外部仕上集計表Ｈ．外部仕上計算書

Ｇ．発生材数量計算書Ｆ．解体数量計算書



　内部建具周り仕上集計表　内部の建具計算書

Ｏ．内部建具集計表Ｎ．内部建具計算書
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● 非木造建物編集概要

　調書作成（編集）の流れ（１）

　1．基本設定

　最初に「基本設定」をします。「基本設定」は現場単位ですので、通常ははじめの１回だけ設定すれば結構です。

　デフォルト（初期値）は最初に登録された様式となります。

　※デフォルトは変更（初期値として登録）できます。

　2．建物概要

　よければ［ＯＫ］ボタンをクリックします。

　建物概要は、図面に転写するためのエクセルシートへ送るためのデータです。図面の建物概要欄にエクセルからの転写を行わな
いのであれば入力の必要はありません。

　左図の青円は参照ボタンです。よく使用する語句を参照表の中に
登録しておくと便利です。

　初期値は、すでにHosの「ベース」にて住所等が入力されていれ
ば、それをコピーします。その他の空欄は適宜埋めてください。

　ここでは最初に表示された初期値のまま［ＯＫ］ボタンをクリックし
てください。

　なお、設定画面については「基本設定」の項で詳しい操作方法を
説明してあります。

　「小数点以下桁数」、「その他設定」は現場単位でこの設定値を引
用しますが、次タブの「オプション」はすべての現場から引用されま
す。

　様式は属性として左図の「小数点以下桁数」を記憶しますので、様
式毎に「小数点以下桁数」の設定ができます。



　3．作成

　設定された条件から統計値を選定し、基本的ないくつかの数量計算書を自動作成します。

　下図参照

　必要事項の入力が完了したら［自動
作成］ボタンをクリックしてください。

　なお、自動作成とその雛形編集につ
いては「雛形編集」の項を参照してく
ださい。

　それでは［作成］ボタンをクリックしてください。作成はほとんど瞬時
に終了します。作成が終了すると「自動作成」画面は閉じられ、元の
画面に戻ります。

　自動作成を行うと、すでに作成されている数量計算書は上書きさ
れますので、再自動作成を行うときは、作成調書は慎重に選択する
必要があります。なお、ここで作成される調書は数量計算書のみ
で、他の調書には影響ありません。

　上図［自動作成］ボタンをクリックして開く「作成表選択」画面（左
図）で、［すべて選択］ラジオボタンをクリックします。

　ここでは補正等は行わずに、左図青
枠内のみ必要事項を選択、または入
力してください。
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● 非木造建物編集概要

　調書作成（編集）の流れ（２）

　4．数量計算書

　下図は土工・地業の自動作成例です（修正していません）。例の場合、最後の「割石地業」のみ式を追加します

　下図は自動作成された直後の「直接仮設工事」の数量計算書です。自動作成画面にある雛形編集で属性を指定された単価につい
て（やりかた、墨出し等）は、その式と数量がすでに計算されているのがお判りかと思います。

　上図、式が空白で数量が[0.00]となっている単価があります。これは雛形編集で単価の指定はありましたが「属性」が指定されてい
ないことによるものです。式が統計値によるものや、一定のものは属性指定が可能ですが、そうでないものについては後から式を入
力する必要があります。

　このように雛形参照による自動作成を使うと、「直接仮設工事」、「土工・地業」、「く体」については、いくつかの式を入力するだけで
終了します。



　5．建具計算書（外部／内部）

　必要箇所を入力（符号、Ｗ、Ｈ、箇所）したら、「コード」セル上でマウス右ボタンをクリックして、「単価マスタ」一覧を開きます。

　ここでは[標準単価]を選択します。

　下図は建具計算書にて、建具符号「AW/1」を入力しています。画面では「aw1」（右側の縦棒はカーソル）としていますが、入力ボック
スを抜ける（通常はEnter）と、「AW/1」に変換されます。（分離記号[/]は変更可能）

　これを繰り返して、先ずは建具のみ
入力してしまいます。

　例の分類に一致するコード[253055]
を選択して、ダブルクリック（または
Enter）します。

　建具計算書の場合の初期画面は、
大科目「建具」、中科目「金属製建具
工事」になっています。



　下図は[式候補]から選択直後の画面です。

　次に建具「枠周り」を計算します。入力した建具の１行目[AW/1]の行をクリックしておいて、下図青枠内の１行目コードセルをクリック
すると、上部「AW/1」の建具周り計算書となります。（上部[AW/1]の１行に対して、青枠以下の行すべてが枠周り計算書です）

　単価選択が終了しましたら、その「式」の入力となりますが、下図のように既に[AW/1]の大きさから、いくつかの枠周り「計算式候
補」が作成されており、ほとんどの場合この中から選択することができます。

　建具コードのときと同じようにコードセル上で右ボタンをクリックすると、単価マスタ一覧が開きますので、目的の単価表を選択しま
す。標準単価以外のマスタにつきましては「単価マスタの作成方法（市場、合成、鉄骨）」の項で詳しく解説してあります。

　[AW/1]に対する枠周り計算書の例です。下図のパターンコピーを行いますと、ほかの建具周りに貼り付けたとき、式も該当建具に
合わせたものになり、高速な入力が可能となります。。
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● 非木造建物編集概要

　調書作成（編集）の流れ（３）

　5．設備関連数量計算書

　下図は複合単価[271005]よりコピーして計算式を入力しようとしています。（黄色の部分）

　数量は、下図の青円内にあるように、別窓があり、そこで数量を入力すると数値がフォーマットされた形で「式」欄に追加されます。

　語句参照表等の、参照のためのリストは自由に
改編できます。

　左図のように「コード」列が存在しない調書で単価マスタを選択す
るときは、「名称」列で選択してください。

　「該当なし」とするか、その中科目は作成しないかは、雛形の作成
者が決めることができます。

　電気設備等その他の調書では、自動作成に使用された雛形の中
科目が生成されます。したがって、自動作成ではどの雛形が選択さ
れたかで、中科目の内容は変化します。

　設備計算書の数量は、殆どの場合、図面参照となると思われます。このような場合は、計算
式セルでマウスの右ボタンをクリックすると左図のポップアップメニューが開きますので、そこ
から[語句参照表]を選択して、該当語句をコピーすると便利です。



　6．解体数量計算書

　解体計算書では、「土工・地業」や「く体」数量調書を参照したいことがあります。

　上図の数量計算書選択プルダウンメニューには、これまで編集された計算書がリストアップされていますので、参照したい計算書を
選ぶと、この計算書を下図のように画面下部に開くことができます。そこから必要な行をコピーして、解体計算書の任意な行に貼り付
けます。
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● 非木造建物編集概要

　調書作成（編集）の流れ（４）

　7．鑑・内訳書

　鑑と内訳書は自動作成され、[鑑・内訳書]を開く度に再集計されます。右図は数量調書から集計を行っているところです。

　8．合成単価表の集計

　あらゆる調書で使用（作成）された合成単価は、ここで一括集計されます。ここも[合成単価表]を開く度に再集計されます。

　※各種集計表は、一応編集可能です。ただし開く度に再集計されるため、編集した集計表は上書きされてしまいます。これは集計
表を常に最新に保つための仕様です。編集状態をエクセルに出力するより、出力されたエクセルシートに対して改編を行ったほうが
より安全です。（その場合、エクセル出力で上書きしないようにご注意ください。出力調書は選択できます。）
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● 計算書の自動作成

　基本設定

　① 小数点以下桁設定

　　調書種類ごとに、数量の小数点以下桁数を指定できます。これらは「様式」単位に管理され、現場毎１様式となります。

　ａ．有効桁数の変更

　　⇒

　ｂ．グループ（様式）の追加

　下図は基本設定の画面です。①[小数点以下桁数]、②[その他設定] は現場毎（ローカル）、③[オプション] はすべての現場に共通
します。

　次に[変更]ボタンをクリックして、選択されている[様式]を更新しま
す。

　変更したい調書の数量名プルダウンメニューを開き、目的の桁数
を選択します。

　起業者の要求に合わせたこれらの小数点以下桁数は、様式で表すところのグループ名（千葉県等）で管理されます。例えば現在選
択されている様式が「千葉県」であるとき、[追加]ボタンをクリックして新しいグループ名（様式名）を登録すれば、現在の千葉県の有
効桁数が新しいグループ名に登録されます。

　基本設定は、自動作成時、計算書編集時やエクセル転送時に、参照する各種方法を設定したもので、編集後にこの設定を変えて
も参照できません。したがって、基本設定は自動作成する前に検討しておく必要があります。



　ｃ．グループ（様式）の削除

　選択されている（表示中）のグループ名（様式）を削除します。

　ｄ．[初期値として登録]

　② その他設定

　ａ．チェック　[エクセル出力する前にすべての調書を再集計する]

　通常は[ＯＮ]にしておいてください。

　ｂ．チェック　[単価表選択一覧に鉄骨単価を表示する]

　ｃ．チェック　[該当なし科目は表示しない]

　　ＯＮにすると、エクセル転送時、科目の項目に「該当なし」が存在するときに、その科目は無視されます。

　③ オプション

　チェックボックスにマウスポインタを乗せると、その内容に合わせた説明図が表示されます。

　オプションに属するすべての項目は、選択された様式にかかわらない「設定値」です。いわばユーザーの規定値となるもので、セット
アップ時にご検討ください。

　現在表示中のグループを初期値（デフォルト）とします。つまり新しく作成される現場は、最初はこのグループ名が登録されることに
なります。

　この項目は現場単位で管理されま
す。ほかの現場には影響を与えませ
ん。

　ＯＮにすると、エクセル転送時の選択画面（左図）にある[再集
計する]チェックの初期値が常に[ＯＮ]状態になり、再集計のし忘
れを防止します。

　　ＯＮにすると、積上げ鉄骨計算書を作成するときのマスター選択画面に[鉄骨
単価]を表示します。通常は[ＯＦＦ]設定です。
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● 計算書の自動作成

　雛形編集

　下図「雛形編集」画面を開くには、上図、[作成]ボタン → 開いた画面の[雛形編集]ボタンをクリックします。

　ａ．各表の内容

　　矢印 ①　Ａ表「ＲＣ造・ラーメン式」の大科目

　　矢印 ②　Ｂ表「標準」の科目

　　矢印 ③　Ｃ表「１．直接仮設」の科目

　　矢印 ④　Ｄ表「1.1 やりかた墨出し等」の単価内容（青枠）

　ｂ．雛形の追加

　Hosは、建物構造や用途に応じた「雛形」を参照しながら計算書の自動作成をします。有用な「雛形」を作成しておくと効率的な計算
書を自動で作成することができます。また、これらの雛形を登録しておくと、次の機会にこれとよく似た建物に流用できるようになりま
す。

　Ｂ表の「標準」を同じＢ表にコピーするには、「標準」セル上でマウ
スの右ボタンをクリックして開くポップアップメニューから、[行コピー]
を選択します。（左図参照）

　Ｂ表の大科目とＤ表の科目は個別にコピーできますが、Ａ表とＣ表
はコピーできません。また、Ｄ表からＢ表というような異種間コピーも
できません。

　ここでは雛形追加の例として、「ＲＣ・ラーメン」の大科目「標準」を
コピーして、それを新しい雛形に改造してみます。



　次の空白行で、同じく貼り付けを行います。

　貼り付けた行をダブルクリックして、新しい雛形名を入力します。

　これで「標準」と全く同じ内容で「雛形Ⅰ」が作成できましたので、これを目的の形に編集しなおします。

　ｃ．小科目なしの雛形

　次に「標準」→「１．直接仮設」の小科目ごとの単価表をコピーして、「雛形Ⅰ」→「１．直接仮設」の「%」へ貼付けします。

　続いて、「標準」→「１．直接仮設」の次の小科目に登録された単価表をコピーして、「雛形Ⅰ」→「１．直接仮設」の「%」へ追加して貼
付けます（下図左）。下図右はその完成図です。

　「１．直接仮設」に小科目を作りたくない場合は「１．直接仮設」の科目（Ｄ表）をすべて削除してください。ただし、空欄のままではそ
の下の単価を作成できませんので、暗号として '%'（半角のパーセント）を最初の行に作成します。一連の流れは下図を参照してくださ
い。

　すべての行を削除したら、最初の行に、半角の
[%] を入力します。

　削除したい行でマウスの右ボタンをクリックして開
くポップアップメニューから[行削除]を選択します。
ただし、仕様上、１行ずつしか削除できません。

※[行コピー]等、「行」単位のブロック処理では、すべてのセルを選択しなくても、対象行の一部のセルを選択すれば（上図左）それら
の「行」を選択したことになります。

　入力が終了したら
[Enter]を押下します。



　ｄ．単価表（Ｅ表）への単価の追加

　ｅ．数量根拠と数量名称

　数量根拠と数量名称は、導入した単価毎に設定するもので、自動作成時に参照されます。

⇒

　自動作成された（右図）に左図青枠内の数量が関連付けられています。

　数量名称は、例えば「根切り」や「外部足場」などの、その単価の一般名称です。これを設定しておくと、自動作成時や計算書の手
入力のときに、簡単に式の参照ができるようになります。

　ただし、Hosに事前登録された名称しか参照しま
せんから、数量名称セルで参照できる語句のみが
その対象となります。Hosに事前登録された名称
は、単価導入時に、それが適合単価名称であれ
ば、数量名称に自動設定されます。

　左図の最上段「根切り（機械）」の単価には「根切
り」という名称が設定されています。Hosは自動作
成するときに、参照できる数量名称があればそれ
を参照します。

　数量根拠は、例えば「延床面積」や「１階床面積」などの、「作成」画面で入力される面積名のことで、数量根拠セルを「延床面積」に
すると、自動作成時にその単価の「式」に延床面積の数量を関連付けます。（下図参照）該当行の数量根拠セルをダブルクリックする
と、そのセル内に、使用できる数量根拠の選択リストが表示されますので、その中から選択します。

　追加したい行の「コード」セル上でマウスの右ボタンをクリックする（下図左参照）と、「単価マスタ」選択画面が開きますので、そこか
ら目的の単価を導入します。（下図右参照）

　あらかじめ、コードがわかっていれ
ば、追加したい行のコードセルにコー
ド番号を直接入力して、[Enter]キーを
押下すれば目的の単価を導入できま
す。



　ｆ．雛形の保存とキャンセル

　編集が終了して、[保存]ボタンをクリックしたときのみ、全体の状態が保存されます。個別的な保存は行いません。また、ウィンドウ
右上の閉じるボタンや[中止]ボタンをクリックすると、雛形編集画面を呼び出す直前の状態に戻します。つまり雛形編集画面を呼び出
した以降編集されたものはすべて無効となります。
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● 調書毎作成方法

　直接仮設、土工・地業

　（1）式の入力

　(44.06＋9.06＋2.00＋1.44＋2.00＋9.06)×2×H6.29＋9.16×2×H3.30 という式を作り、Hosに計算させてみます。

　挿入した空白行の「式」セルに、残りの「+9.16*2*H3.30」を入力します。

　下図は自動作成された直後の「直接仮設工事」の数量計算書です。自動作成画面にある雛形編集で属性を指定された単価につい
て（やりかた、墨出し等）は、その式と数量がすでに計算されているのがお判りかと思います。

　上図、式が空白で数量が[0.00]となっている単価があります。これは雛形編集で単価の指定はありましたが「数量根拠」や「数量名
称」が指定されていないことによるものです。式が統計値によるものや、一定のものは数量根拠等の指定が可能ですが、そうでない
ものについては後から式を入力する必要があります。

　左図は「単管ブラケット足場」のセルに式を作成
するため、該当セルをダブルクリックしようとしてい
ます。

　(44.06+9.06+2.00+1.44+2.00+9.06)*2*H6.29 まで入力したところで、残りを入力すると枠外になる可能性がある場合（実際にはエクセ
ルで縮小される）は、次行に続きを入力することができます。

　または、次の行へキーボードの矢印キーにより
フォーカスを移動した後、[Insert]キーを押下しても
行挿入ができます。

　続きの式を次行に入力するには、次行に空白行
が必要ですので、次の行で「右ボタン」をクリックし
て表示されるポップアップメニューより[行挿入]を選
択します。

　下図（左）はその結果です。演算子は全角文字に
置き換えられています。このとき、単位「架㎡」を数
量位置に合わせるには、[整列]（単位整列）ボタン
をクリックします。下図（右）

　左図は２行の式をドラッグした後、[計入]（計処
理）ボタンをクリックして式を計算させようとしている
ところです。



　２箇所の式を合計する方法もあります。下図は１箇所目の式を入力してこの式の値を求めようとしています。

　次の式も同じように入力します。（下図）

　次に「仕上げ用足場(枠組3段)」の式「3.42*2.84*3」を入力します。

　式を入力したら[計入]ボタンをクリックして計処理を行います。

　下図はその結果です。

　左図はその数量名称呼び出し画面です。下方の「数量を計上する」チェックがON、「数量名
称を使う」チェックがOFFになっていることに注意してください。「数量を計上する」チェックが
OFFであれば数量は計上されずに式の中に残るだけであり、「数量名称を使う」チェックがON
であれば雛形で編集された数量名称（外部足場等）となります。

　自動作成した計算書でも、はじめから手入力による作成時でも、自由に単価マスタを呼び出して、新しい単価を導入できます。導入
したい行の「種別」セルをクリックした後、マウスの右ボタンで開く「単価マスタ」選択画面で目的の単価マスタを選択すれば、すばやい
導入が可能です。

　複数の独立した計算式の合計を求めるには、式の中で値を求めておき、後で計処理を行います。複数の独立した計算値は、式の
直後（上図）で、[Ctrl]＋[Enter]を押下します。下図（青線部）がその結果です。最後のアスタリスク（*）は消去しないでください。

　左図は２行の式をドラッグした後、[計入]（計処
理）ボタンをクリックして式を計算させようとしている
ところです。

　下図（左）はその結果です。演算子は全角文字に置き換えられています。このとき、単位「架㎡」を数量位置に合わせるには、[整列]
（単位整列）ボタンをクリックします。下図（右）

　左図は対象の式のセル上で右ボタンをクリックして開くポップアッ
プメニューより、数量名称を呼び出しています。

　「単管ブラケット足場」は雛形編集で「外部足場」属性が付けられて
いますので、数量名称「外部足場」を呼び出すことにより簡単に作成
することができます。

　次の、単価「外部グリーンネット張」は、外部足場である「単管ブラ
ケット足場」の数量と同じであるため、「単管ブラケット足場より
911.115」としたいところです。

　今回は式を完結させますので「数量を計上する」チェックはON、「数量名称を使う」チェックは
OFFです。
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　く体と補助数量計算書

　下図は土間コン以外の式を入力し終わり、土間コン（式セルが水色の行）の数量計算書を開こうとしています。

　下図は自動作成された直後の「く体」数量計算書です。自動作成画面にある雛形編集で属性（数量根拠や数量名称）を指定された
単価については、その式と数量がすでに計算されているのがお判りかと思います。

　下図は青枠部は、[く体]計算書の下部に開いた[土間コン]計算書で、この中に計算書を作成すると、く体計算書の紺色の部分と式
レベルでリンクします。



　下図、水色の部分が必須入力箇所です。通常は[符号]→[部材位置]→[厚さ]→[箇所]→[Ｘ式]→[Ｙ式]の順番に入力します。

　ちなみに、[Ｘ式(3.94)]→[Ｙ式(3.44)]と入力しますと、結果は下図の様になります。[寸法]、[体積]が自動生成されています。

　「土間コン」の入力が終了したら、「く体」画面のどこか、例えば下図のセルをクリックすると「土間コン」画面は消去されます。

　そして、下図のように式セルにその結果がリンクされます。

　三角形や台形の場合は、それぞれ［Ｘ式］［Ｙ式］
を入力後、寸法セルでマウス右ボタンクリックによ
るポップアップメニューより［三角形］を選択してくだ
さい。結果は下図の通りです。

　「土間ｺﾝｸﾘｰﾄ」単価に「土間コン」数量名称が設定されていますので、いつでもこの「土間コン」計算書を呼び出すことができます。
同じように「柱コンクリート」計算書も作成することが可能です。
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　建具計算書

　下図は内部建具計算書入力完成例です。

　建具の按分

　下図は、Ｗ=0.7, Ｈ=0.4 となっていますが、標準寸法は、「ｱﾙﾐ製・W91.6㎝×H40㎝」です。

　下図は建具計算書にて、建具符号「AW/1」を入力しています。画面では「aw1」（右側の縦棒はカーソル）としていますが、入力ボック
スを抜ける（通常はEnter）と、「AW/1」に変換されます。（分離記号[/]は変更可能）

　必要箇所を入力（符号、Ｗ、Ｈ、箇所）したら、「コード」セル上でマウス右ボタンをクリックして、「単価マスタ」一覧を開き、目的の単
価を導入します。

　この標準単価を按分するには、画面上部の［按分］ボタンをクリックして、按分単価をセットします。このとき同時に規格寸法内の「ｱ
ﾙﾐ製・W91.6㎝×H40㎝」も「ｱﾙﾐ製・W70㎝×H40㎝」に変換されます。



　上図「式」はエクセル出力時に［備考］欄に表示されます。

　建具周り計算書

　下図は[式候補]から選択直後の画面です。

　建具「枠周り」の計算書は、建具１行に対して下部枠周り画面１ブロックとなります。入力した建具の１行目[AW/1]の行をクリックして
おいて、下図青枠内の１行目コードセルをクリックすると、上部「AW/1」の建具周り計算書となります。（上部[AW/1]の１行に対して、
青枠以下の行すべてが枠周り計算書です）

　単価選択が終了しましたら、その「式」の入力となりますが、下図のように既に[AW/1]の大きさから、いくつかの枠周り「計算式候
補」が作成されており、ほとんどの場合この中から選択することができます。

　建具コードのときと同じようにコードセル上で右ボタンをクリックすると、単価マスタ一覧が開きますので、目的の単価表を選択しま
す。複合単価以外のマスタにつきましては「単価マスタ」の項で詳しく説明してあります。



　建具枠周りのパターンコピー

　建具画面の[AW/2]すぐ下の、[AW/3]の枠周りも同じパターンですので、これに上でコピーしたパターンを貼り付けます。

　[AW/3]の枠周りに[AW/2]のパターンが貼り付けられています。赤枠内にご注目ください。

　[AW/2]に対する枠周り計算書の例です。下図のパターンコピーを行いますと、ほかの建具周りに貼り付けたとき、式も該当建具に
合わせたものになり、高速な入力が可能となります。下図はその「枠周りコピー」をしています。赤枠内にご注目ください。
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　外部仕上げ計算書

　新しく作成する場合の手順は以下の通りです。

　a. 仕上げ面の選択。

　b. 部位（天井、壁、幅木、床、雑）の指定。

　c. 単価マスタから単価の導入。

　d. 数量式の入力。

　e. 箇所数の入力。

　f. 以下2.または3.から5.の繰り返し。

　ａ．位置（面）の追加

　よければ［完了］ボタンをクリックします。

　ｂ．部位の指定

　ｃ．単価の導入

　ｄ．数量式の作成

　位置（位置編集ボタンの左にあるプルダウンメニューの項目）を追
加するには、［位置］（位置編集）ボタンをクリックします。

　設定済み項目直下（水色セル）をダブルクリック（またはEnter）するとセル内入
力状態になりますので、追加したい位置名を入力します。

　位置名（例 光庭）を入力して［Enter］を押下すると、Hosが新しい番号を生成し
た後、次の行で位置名入力待ちとなります。

　左図は、現在［共通］位置⇒［屋根］が選択されています。選択
されている部位は赤色で表示されます。

　外部仕上面（位置）については、左図のように［共通］［北面］［東面］［南面］［西
面］を標準で用意してあります。

　各部位とも［名称］セルが単価マスタ導入窓口となります。導
入したい行の［名称］セルでマウスの右ボタンをクリックして開く
「単価マスタ」選択一覧で、参照したい単価マスタを選択してくだ
さい。

　　式の入力が終了しましたら、このほかに加算式、または減算式がなければ［Enter］を押下して、［ｶ所］数を入力します。

　　［計算式］セル上でダブルクリックまたはキーボードの［Enter］を押下して、式入力状態にします。

　以下、単価導入方法については編集概要（仮設等、建具）また
は、「単価マスタの作成方法」の項目を参照してください。



　　ブロック式すべての行の式セルをドラッグして選択します。

　　［計入］ボタンをクリックしてブロック演算を行います。（減算式は［ｶ所］をマイナスにしていることに留意してください。）

　　計算例（１）

　　「天井･ｽﾚｰﾄﾎﾞｰﾄﾞ張」と「内外装･薄付仕上塗材仕上」は、式「屋根面積 926.631－建築面積 705.08」が対応しています。

計算例（２）

計算例（３）

　　ブロック式にしたい場合は上図の位置で［Ctrl］＋［Enter］を押下して、［ｶ所］数を入力します。下図はブロック式の例です。

　「住宅用ALCﾊﾟﾈﾙ」、「内外装･薄付仕上塗材仕上」、「壁･断熱材張」に、ブロック式「42.06×H5.79」～「（計）」までが対応していま
す。「外壁･ﾓﾙﾀﾙ塗はけ引き」が、式「42.06×H0.50」に対応します。

　「住宅用ALCﾊﾟﾈﾙ」、「内外装･薄付仕上塗材仕上」、「壁･断熱材張」に、ブロック式「(17.56＋2.00×2)×H5.79＋10.16×H2.80」～
「（計）」までが対応しています。「外壁･ﾓﾙﾀﾙ塗はけ引き」に、式「(17.56＋2.00×2＋10.16)×H0.50」～「（計）」までが対応しています。



　内部仕上げ計算書

　ａ．部屋名（位置）の追加

　部位の指定以降は「外部仕上げ計算書」に準じますので、説明は省略します。

　内部仕上位置については、左図のように［1F　玄関］のみを標準で用意してあり
ます。

　部屋名（部屋名編集ボタンの左にあるプルダウンメニューの項
目）を追加するには、［部屋］（部屋名編集）ボタンをクリックしま
す。

　設定済み項目直下（水色セル）をダブルクリック（またはEnter）するとセル内入
力状態になりますので、追加したい位置名を入力します。

　階数、部屋名（例 1F，廊下Ａ）をそれぞれ入力して［Enter］を押下すると、Hosが
新しい番号を生成した後、次の行で階数入力待ちとなります。
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　仕上計算書内コピー

　　共同住宅などでは、多くの場合、各階とも占用部分においても、共用部分においても同じサイズで同じ仕上げとなっています。

　このような時に、「コピー」ボタン（下図）を活用すれば、重複入力を防止でき、入力ミスを最小限にすることが可能です。

　　他の部位、部屋から仕上材や計算式をコピーするには、上記の方法のほかに、コピーしたい部位（部屋）の調書をマウスの右ボタ
ンクリックによるポップアップメニューより「コピー」して、該当調書に「貼付」るという一般的な方法があります。

　　ここではページ単位のコピーとなりますので、コピーされる側は必ず空白ページでなければなりません。何かデータが書き込まれ
ていると「仕上材複写」画面は開きません。

　左図は１Ｆ事務室の内部巾木に他の部屋からコ
ピーするために開かれた「仕上材複写」画面です
が、1Ｆ事務室巾木のデータは空欄ですから、当然
この部屋の巾木ボタンは無効となっています。

　コピーする側と同じ形態であれば［式、数量を含
む］にチェックをして［ＯＫ］ボタンをクリックしてくださ
い。式、数量を含むすべての項目が元の頁に複写
されます。

　ここで［式、数量を含む］にチェックをしないで［Ｏ
Ｋ］ボタンをクリックすれば、式、数量を含まない項
目が元の頁に複写されます。

　コピーしたい部屋の巾木を左側のリストから選択
します。巾木のデータがある部屋の「巾木」ボタン
は有効となっていますから、そのボタンをクリックし
て右側の画面にその項目を表示させます。
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　計算式

　計算式例 １　（単純計算）

　計算式例 ２　（二重括弧の例）

↓　'（（（' は '［｛（' に変換されます。

　計算式例 ３　（次行に続きの計算式）

↓　２行の式をドラッグして選択状態にします。

↓　［計入］ボタンをクリックします。

　計算式例 ４　（ブロック計算式）

↓　［Ctrl］＋［Enter］を押下します。

↓　ブロックしたい式をすべて作成します。（箇所数を忘れずに入力）

　上図のような単一な式は、入力完了時点で、画面上部にある［計入］（計処理：下図左）ボタンをクリックすることにより、その値を必
要な箇所にコピーします。このときの小数桁は基本設定に依存します。

　式の途中にある半角数字以外（英字ならば半角でも可）の文字は計算結果に影響を与えません。また、計処理後の式は、各種演
算子が全角のそれに変換されます。

　再計算したい場合は、その行をクリックしておいて、［計戻］（計戻し：下図左）ボタンをクリックしてください。再計算できる式に文字列
を元に戻します（下図右）。



↓　ブロック式をドラッグして選択状態にします。

↓　［計入］ボタンをクリックします。
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　入力補助　（計算式入力状態の時：［*］はキーボード）

　括弧 '（）' *［F12］ 両括弧の中央にカーソルが位置します。

　Ｈ（半角） 'Ｈ' *［PageDown］ 高さを示す半角［H］をカーソル位置に追加

　Ｗ（半角） 'Ｗ' *［PageUp］ 巾を示す半角［W］をカーソル位置に追加

　式入力状態で右ボタンをクリックしたときに開く、ポップアップメニューには便利な入力補助があります。

　１．既出語句

　２．数量根拠

　｜　 ⇒ 　「１階床面積」 705.08｜

　「」 は基本設定に依存します。

　３．語句参照

　おなじページにある、これまで入力した数値以外の文字を、簡単に
再利用できるよう一覧表にして表示します。

　［文字列選択］表で、利用したい行をクリックすると、カーソル位置
にその文字列と参照された数値が挿入されます。（'｜'はカーソル位
置）

　自動作成画面で設定された、いくつかの「面積」を参照できます。

　5.60*4.55*｜　 ⇒ 　5.60*4.55*勾配率｜

　［t_語句参照］表で、利用したい行をクリックすると、カーソル位置に
その文字列が挿入されます。（'｜'はカーソル位置）

　既に登録された参照語句が選択できます。

　１２３４５｜６７８９ ⇒ １２３４５【階段部控除】｜６７８９

　［文字列選択］表で、利用したい行をクリックすると、カーソル位置
にその文字列が挿入されます。（'｜'はカーソル位置）



〔非木造算定〕取扱説明書

● 単価マスタの作成方法

　市場単価の作成

　左図はそのポップアップメニューから市場単価を導入しようとしています。

　サーバ保存ボタン

　左図は市場単価入力例です。

　上図は、レコード編集画面で［OK］ボタンをクリックして、新しい市場単価が調書に導入された直後を示しています。

　また、単価には、80％等の割引率を掛けない「掲載単価」を入力し
てください。これについては、後述の「単価補正」にて説明してありま
す。

　この中で、コード部につきましてはHosが自動作成します。もちろん
変更も可能です。

　ここに「名称」「形状寸法」等必要事項を入力します。

　左図は［非保］ボタンをクリックして開く単価作成画面です。青矢印
のところに「積ポ」とあるのは、親画面で「積算ポケット」を選択してい
るためです。

　ただし、どの出典先からコピーしたものかがわかるようにするため
に、Hosでは単価コードにその出典名と掲載頁を組み合わせたもの
（積ポ-P500 等）を使用しています。その為［非保存］であっても、同
じ画面で［出典名］だけは選択しておいてください。

　市場単価を作成するには、数量計算書からは［種別］セル、その他の計算書か
らは［コード］セルにて、マウスの右ボタンをクリックして開くポップアップメニュー
から［市場単価］を選択します。

　市場単価には、合成単価のようなローカル保存はありませんが
［保存せずに作成］があります。

　市場単価、合成単価作成では、その場限りの一過性のものと、再
利用可能なものとがあります。Hosでは一過性の単価データを保存
することを「ローカル保存」、再利用可能なようにどの現場からも参
照できるフォルダに保存することを「サーバ保存」と呼んでいます。

　市場単価の場合、多数の単価をサーバへ保存しても、余程汎用性がないと、爾後の単価や掲載頁管理が困難となります。通常は
上図下の［非保］（保存せずに作成）を選ぶことをお勧めします。
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　合成単価の作成

　下図はサーバ保存への追加ボタンです。

　下図はローカル保存への追加ボタンです。

　通常は、ローカル保存を選択して、爾後必要なものをサーバへ再登録したほうがいいでしょう。

　２行目以降がその内訳となります。単価をマスタから導入する方法はいつもの通りですが、この合成単価表内にさらに合成単価を
導入することも可能です。ここでは市場単価から先ほどの「ビニトップ防火ドア」をサーバに登録して導入してみます。

　今度は市場単価選択画面の［サーバ］を使用しますが、出典名と科目を忘れずに選択してください。作成された単価は選択した出
典名⇒その科目へ登録されます。

　左図はそのポップアップメニューから合成単価を導入しようとして
います。

　合成単価を作成するには、数量計算書からは［種別］セル、その他
の計算書からは［コード］セルにて、マウスの右ボタンをクリックして
開くポップアップメニューから［合成単価］を選択します。

　合成単価作成では、その場限りの一過性のものと、再利用可能な
ものとがあります。Hosでは一過性の単価データを保存することを
「ローカル保存」、再利用可能なようにどの現場からも参照できる
フォルダに保存することを「サーバ保存」と呼んでいます。

　下図は、サーバまたはローカルへ追加ボタンをクリックして開く合成単価作成画面の一部です。画面青枠行はこの合成単価の「鑑」
となります。鑑の行で入力が必要な部分を水色で記してあります。その他のセルはHosが作成しますので、空白にしておいてくださ
い。



　数量は「基本設定」で小数点以下桁数が定められていますので、［1.000］であれば、［1］と入力すれば結構です。

　下図は単価導入が終了して、［雑材費等その他］の単価入力待ち状態です。

　雑材費等その他の単価は以下の方法で入力します。

　開いた画面（下図）右上にある「率（％）」に該当数値を入力します。

　この場合は人工単価である「サッシ工」をダブルクリックします。

　レコード編集画面で［OK］をクリックすると、「サーバ」域に保存されますので、どの現場からでも、この単価を参照できます（下図参
照）。ここで、一旦サーバに保存されたデータを、先ほどの合成単価表にコピーするため、改めて作成した単価（水色行）をダブルク
リックします。

　合成単価表でのこの単価の導入状況は下図の通りです。数量欄がまだ空欄で
すので、続けて該当数量を入力します。

　今回は作成した市場単価に「80％属」を付加しました（チェックをONにした）の
で、左図のように問い合わせが行われます。80％割引しますので［はい］をクリッ
クしてください。

　合成単価表作成画面右上の［雑費］（雑材費等その他）ボタンをクリックします。
（左図）

　もし、出典先や適当な科目がない場合は、対象リストボックスの［空白行］をダ
ブルクリックして出典名、科目名を追加してください。

　後述の「単価補正」でも説明してありますが、ここでは掲載単価を
入力してください。

　左図青円内に「80％属」というチェックボックスがあります。これは
積ポなど割引の対象となるものに、単価の割引を指定するもので
す。この属性を指定しておくと、後日この単価をサーバから呼び出し
たときに、80％の割引を行うか否かの「問い合わせ」を行います。



上図［完了］ボタンをクリックすると、下図の様に式が挿入されて、単価が計算されます。

　挿入した行の名称セルをダブルク
リックして、例えば「員数は、ｺｰﾄﾞ
253371準用」というように入力します。

　挿入行でマウスの右ボタンをクリック
して開くポップアップメニューより［行挿
入］を選択して空白行を１行挿入しま
す。

　合成単価表作成画面で、編集終了の［OK］ボタンをクリックすると、下図のように登録番号（Hos初期画面で作成した現場番号）の下
に今作成した合成単価が登録されます。

　上図、「G0100001」コードはこの登録表内の整理番号で、この番号が調書の中の単価コードになるわけではありません。先ほど合
成単価を作りはじめた調書へこの合成単価をコピーします。該当単価（水色行）をダブルクリックしてください。コードに新しい番号が
生成されています（下図）。今後、この番号はHosによって管理されます。

一応これで完了ですが、員数参照先を示したいときに、例えば鑑行の直後にそれを記述する場合は、行挿入を行い、下図のように入
力します。



　単価補正の仕方

　開いた編集画面の［単価補正］ボタンをクリックします。（左図）

　補正式を入力して［Enter］キーを押下します。

　これで完了ボタンをクリックすれば終了です。

　下図をご覧ください。コードには「補正」が付加され、備考欄に式が
挿入されました。次に、手入力で青円内のように形状寸法を整えま
す。

　このように、単価を補正する場合には、標準単価を目的の単価に補正する過程で［式］が挿入されます。そのため、市場単価等を作
成するときには、割引等は行わず、掲載単価をそのまま入力しておく必要があります。

　左図水色行のように該当単価をクリックしておき
（実際には水色にはなりません）、該当計算書画面
の［編集］ボタンをクリックします。



〔非木造算定〕取扱説明書

● 単価マスタの作成方法

　鉄骨単価の作成

　既に登録されいる科目

　１．異形棒鋼(棒鋼)

　２．丸鋼

　３．広幅平鋼(平鋼)

　４．Ｈ形鋼

　５．等辺山形鋼(山形鋼)

　６．不等辺山形鋼(山形鋼)

　７．溝形鋼

　８．リップ溝形鋼

　９．Ｉ形鋼

１０．軽溝形鋼(溝形鋼)

１１．キーストン・デッキ(デッキ)

１２．縞鋼板(鋼板)

※単価は登録されていません。

　その他の科目は未登録状態です。

　データの編集

　鉄骨単価画面左上の［編集］ボタンをクリックします。

　［塗装係数］⇒「赤枠」　式がセットされていればHosが計算します。

　［ロス率］　⇒「青枠」　下表をご覧ください。

　ロス率 　塗装係数

　形鋼・鋼管及び平鋼 1.05 　鋼板など 　2

　広幅平鋼及び鋼板 1.03 　平鋼など 　2×（ａ＋ｂ）

　ボルト類 1.04 　丸鋼・鋼管・棒鋼など 　ａ×Π(パイ)

　アンカーボルト 1.00 　角形鋼管・山形鋼・Ｔ形鋼など 　2×（ａ＋ｂ）

　デッキプレート 1.05 　Ｈ形鋼 　2×ａ＋4×ｂ

　Ｉ形鋼・溝形鋼など 　2×ａ＋4×ｂ

　リップ溝形鋼など 　2×ａ＋4×ｂ＋4×ｃ

　デッキプレートなどその他 　ユーザ設定

　鉄骨単価を作成するには、鉄骨計算書［種別］セ
ルにて、マウスの右ボタンをクリックして開くポップ
アップメニューから［鉄骨単価］を選択します。

　※鉄骨単価はすべてサーバ保存です。マスタに単価を登録したくない場合（現状維持）は、調書の［編集］ボタンで開く、行編集画面で個別にセット
できます。

※基本設定の「単価表選択一覧に［鉄骨単価］を
表示する」チェックを［ON］にして下さい。

　左図はそのポップアップメニューから鉄骨単価を
導入しようとしています。



〔非木造算定〕取扱説明書

● エクセル

　転送（送信）

　エクセル転送２回目以降は、［現在のエクセルファイルを保
持する］が初期値になります。

　［再集計する］チェックをＯＮにすると、内外仕上集計表、内
訳書と合成単価表を再作成してエクセル転送を始めます。通
常はＯＮにしてください。

　Ａ、Ｂ、Ｃは、親チェックです。これらのチェックをＯＮにする
と、それに属するすべての調書出力がＯＮになります。ＯＦＦ
にすると同じく調書出力もＯＦＦになります。もちろん子チェッ
ク単独でも指定できますが、親チェックの下は相互に関連性
がありますので、通常は親チェックで指定してください。

　この画面は、まだ１度もエクセルに転送していない［新規］作
成時のものです。


